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杜
甫
は
、
永
泰
元
年
（
七
六
五
）
正
に
度
參
謀
を
辭
し
て
、

堂
に
歸
る
。
廣
二
年
六
に
府
に
出
仕
し
て
か
ら
、
僅
か
に
七
箇
の
僚
生
活
と
な
っ
た
。
杜
甫
の
僚
と
し
て
の
生
活
は
、
當
初
よ
り
必
ず
し
も
順
で
は
な
か
っ
た
。
こ
の
時
期
に
作
ら
れ
た
杜
甫
の
詩
を
見
れ
ば
、
杜
甫
が
職
務
を
果
た
そ
う
と
努
力
し
な
が
ら
、
職
生
活
に
應
し
き
れ
ず
に
	第
に
懊
惱
を
深
め
る
樣
を
、
つ
ぶ
さ
に
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
時
期
の
杜
甫
に
つ
い
て
は
、

年
、
究
が
力
に
め
ら
れ
て
、
管
見
に
入
っ
た
も
の
だ
け
で
も
、
左
記
の
九
點
に
上
る
。
①
陳
昌
渠
「
杜
甫
嚴
武
中
詩
解
讀


論
杜
甫
這
一
時
期
之
生
存
態
其
價
値
取
向
」
（『
杜
甫
究
學
刊
』
二
〇
〇
〇
年
第
二
期
）
②
李
良
品
・
譚
宣
「
杜
甫
去
蜀
原
因
探
」
（
『
陵
師
範
學
院
學
報
』
第
一
八
卷
第
二
期
、
二
〇
〇
二
年
三
）
③
李
良
品
・
李
金
榮
「
杜
甫
辭
原
因
考
」
（
『
四
川
育
學
院
學
報
』
二
〇
〇
二
年
第
七
期
）
④
李
良
品
「
杜
甫
去
蜀
後
心
態
析
」
（『
四
川
師
範
學
院
學
報（
哲
學
會
科
學
版
）』
二
〇
〇
二
年
第
四
期
）
⑤
丁
陣
「
杜
甫
・
嚴
武
〈
睚
眦
〉
考
」
（
『
文
學

』
二
〇
〇
二
年
第
六
期
）
⑥
李
良
品
「
從
杜
甫
〈
嚴
詩
〉
看
杜
甫
與
嚴
武
關
係
」
（
『
四
川

育
學
院
學
報
』
第
一
九
卷
第
七
期
、
二
〇
〇
三
年
七
）
⑦
李
俊
標
「
杜
甫
居
蜀
時
期
詩
想
發
展
論
離
蜀
原
因
」
（
『
杜
甫
究
學
刊
』
二
〇
〇
三
年
第
四
期
）
⑧
傅

 ・
!在
慶
「
杜
甫
與
嚴
武
關
係
考
」
（『
文
史
哲
』
二
〇
〇
四
年
第
一
期
）
蜀
中
後
期
の
杜
甫
度
參
謀
辭
職
の
後
を
中
心
に
松
原
"
⑨
丁
陣
「
杜
甫
・
嚴
武
〈
睚
眦
〉
再
考

與
傅

・
在
慶
先
生

」（『
文
學
	

』
二
〇
〇
四
年
第
四
期
）
こ
れ
ら
論
考
に
お
い
て
、
論
點
は
に
二
點
に
集
で
き
る
だ
ろ
う
。
第
一
は
、
嚴
武
と
杜
甫
と
の
に
深
刻
な
對
立
（
１
）が
あ
っ
た
か
否
か
を
め
ぐ
る
議
論
で
あ
る
。
深
刻
な
對
立
の
存
在
を
定
す
る
の
が
丁
陣
（
⑤
⑨
）
で
あ
り
、
否
定
す
る
の
が
傅

・
在
慶
（
⑧
）
で
あ
る
。
第
二
は
、
杜
甫
の
離
蜀
の

因
を
、
杜
甫
の
檢
校
工
部
員
外
任
命
に
求
め
る
か
否
か
で
あ
る
。
從
來
は
、
嚴
武
の
府
で
、
杜
甫
は
檢
校
工
部
員
外
の
銜
を
帶
び
て
、
實
職
で
あ
る
度
參
謀
を
め
た
と
考
え
ら
れ
て
き
た
（
２
）。
し
か
し
最
の
陳
君
の
究
（
３
）に
よ
れ
ば
、
杜
甫
が
檢
校
工
部
員
外
に
任
命
さ
れ
た
の
は
、
度
參
謀
を
罷
め
て

府
を
辭
し
た
以
後
で
あ
り
、
杜
甫
は
長
安
で
檢
校
工
部
員
外
に
就
任
の
た
め
に

を
去
っ
た
と
さ
れ
る
。
李
良
品
（
②
③
④
）
は
こ
の
陳
君
に
贊
同
し
、
一
方
、
李
俊
標
（
⑦
）
は
、
陳
君
に
對
し
て
否
定
立
場
を
と
る
。
な
お
陳
君
の
に
左
袒
す
る
場
合
に
は
、
第
一
の
論
點
で
は
、
自
ず
と
對
立
の
存
在
を
否
定
す
る
立
場
と
な
る
。
何
と
な
れ
ば
、
杜
甫
の
檢
校
工
部
員
外
任
命
に
は
、
そ
の
提
と
し
て
、
嚴
武
の
杜
甫
に
對
し
て
好
意
な

へ
の
奏
上
が
不
可
缺
だ
か
ら
で
あ
る
。
杜
甫
は
、
中
の
生
活
を
っ
て
度
參
謀
を
辭
職
し
た
。
で
は
杜
甫
を
辭
職
へ
と
 い
つ
め
た
原
因
は
何
だ
っ
た
の
か
。
こ
の
こ
と
の
解
明
は
、
記
の
第
一
の
論
點
と
深
く
關
わ
る
だ
ろ
う
。
ま
た
杜
甫
は
、
辭
し
て
三
箇
!余
り
の
後
に
、

の
"堂
を
去
っ
て
長
江
を
下
る
こ
と
に
な
る
。
杜
甫
に
離
蜀
の
決
意
を
さ
せ
た
原
因
は
何
だ
っ
た
の
か
、
こ
の
こ
と
の
解
明
は
、
第
二
の
論
點
を
深
く
關
わ
る
だ
ろ
う
。
筆
#は
稿
（
４
）に
お
い
て
、
陳
君
の
$當
性
を
確
し
て
い
る
。
し
か
し
本
稿
で
は
、
そ
の
を
%定
の
提
と
す
る
こ
と
な
く
、
改
め
て
杜
甫
の
作
品
自
體
に
&し
て
、
辭

後
の
杜
甫
の
置
か
れ
た
'況
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
一
僚
在
任
時
期
の
心
理
廣
(二
年
（
七
六
四
）
の
春
、
杜
甫
は
嘉
陵
江
に
臨
む
)州
に
い
て
、
船
を
放
っ
て
長
江
を
下
る
*の
準
備
を
し
て
い
た
。
し
か
し
そ
の
時
、
嚴
武
が
西
川
度
使
と
し
て
再
度

に
+任
す
る
と
い
う
,息
を
知
っ
て
、
東
下
の
計
畫
を
取
り
や
め
、
嚴
武
と
の
再
會
を
期
し
て

へ
と
歸
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
-に
は
、
嚴
武
の

.を
受
け
て
、
西
川
度
使
の
府
に
度
參
謀
と
し
て
出
仕
す
る
。
し
か
し
中
の
生
活
は
長
く
續
か
ず
、
/永
泰
元
年
の
正
!に
は
、
府
を
辭
し
て
"堂
に
歸
休
し
た
。
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
三
集
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い
ま
中
生
活
に
對
す
る
杜
甫
の
心
を
窺
わ
せ
る
詩
篇
を
取
り
出
し
て
時
系
列
に
從
っ
て
讀
ん
で
み
る
と
、
そ
こ
に
は
職
辭
任
へ
と
向
か
う
杜
甫
の
心
理
の
妙
な
變
を
見
て
取
る
こ
と
が
出
來
る
。
①
六
「
揚
旗
」
江
風
颯
長
、
府
中
有
餘
。
我
公
會
	客
、
肅
肅
有

聲
。
初
筵
軍
裝
、
羅
列
照
廣
庭
。
庭
空
六
馬
入
、

揚
旗
旌
。
迴
迴
偃
飛
蓋
、

迸
流
星
。
來
衝
風
飆
、
去
擘
山
岳
傾
。
材
歸
俯
身
盡
、
妙
取
略
地
。
虹
霓
就
掌
握
、
舒
卷
隨
人
輕
。
三
州
陷
犬
戎
、
但
見
西
嶺
。
公
來
猛
士
、
欲
奪
天
邊
。
此
堂
不
易
升
、
庸
蜀
日
已
。
吾 、
徒 、
且 、
加 、
餐 、
、
休 、

、
蠻 、
與 、
荊 、
。
こ
の
詩
は
、
原
に
「
二
年
六
、

尹
嚴
公
置
酒
公
堂
、
觀
騎
士
試
新
旗
幟
」
と
あ
り
、
嚴
武
の
府
に
出
仕
し
た
直
後
の
作
と
考
え
ら
れ
る
。
「
旗
」
と
は
府
の
軍
旗
で
あ
り
、
對
吐
蕃
戰
の
準
備
の
一
と
し
て
府
を
げ
て
「
旗
揚
げ
」
の
儀
式
が
行
わ
れ
た
。
詩
の
末
尾
の
「
吾
徒
且
加
餐
、
休
蠻
與
荊
」
と
は
、
後
の
混
亂
期
に
王
粲
が
長
安
を
れ
て
荊
蠻
の
地
に
身
を
寄
せ
た
故
事
を
踏
ま
え
て
、
嚴
武
に
よ
っ
て
秩
序
が
回
復
さ
れ
つ
つ
あ
る
蜀
で
は
、
人
々
は
他
流
寓
を
心
配
す
る
こ
と
な
く
安
で
き
る
、
と
嚴
武
の
政
治
を
贊
美
す
る
。
ま
た
そ
れ
は
同
時
に
、
杜
甫
自
身
が
、
蜀
を
離
れ
て
荊
蠻
の
地
に
赴
く
と
い
う
當
初
の
計
畫
（
５
）を
撤
回
し
て
、
今
は
を
 ち
!け
て
嚴
武
の

府
で
"
#す
る
と
い
う
意
思
表
示
で
も
あ
る
。
②
七
立
秋
「
立
秋
雨
院
中
有
作
」
山
雲
行
$塞
、
大
火
復
西
流
。
飛
雨
動
%屋
、
蕭
蕭
梁
棟
秋
。
窮
&愧
知
己
、
'齒
借
(籌
。
已 、
費 、

、
晨 、
)
、
、
*
、

、
長 、
+
、
謀 、
。
解
衣
開
北
,、
高
枕
對
南
樓
。
樹
濕
風
涼
-、
江
喧
水
氣
.。
禮
/心
有
、
0爽
病

1。
2
、
將 、
歸 、
3
、
鼎 、
、
五 、
4
、
訪 、
舊 、
丘 、
。
こ
の
詩
は
、
府
に
#務
し
て
5も
な
い
七
上
旬
（
立
秋
）
の
作
で
あ
る
。
こ
こ
で
目
す
べ
き
は
、
「
已
費
晨
)、
*
長
+謀
自
分
は
6早
く
か
ら
出
仕
し
て
拜
)す
る
が
、
果
た
し
て
長
+（
上
官
嚴
武
）
の
お
役
に
立
て
る
だ
ろ
う
か
」
の
部
分
で
あ
り
、
そ
こ
で
は
兩
+が
か
つ
て
の
對
等
の
友
人
關
係
で
は
な
く
、
上
官
と
下
僚
と
の
關
係
に
置
か
れ
て
い
る
こ
と
が
杜
甫
の
言
7で
確
8さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
篇
末
「
2將
歸
3鼎
、
吾
4訪
9丘
」
で
は
、
嚴
武
が
宰
相
と
な
っ
て
歸
6す
る
時
は
、
自
分
は

の
:堂
に
屏
居
す
る
つ
も
り
だ
と
;べ
る
。
た
だ
し
そ
の
眞
意
は
、
嚴
武
の
推
挽
を
得
て
長
安
で
官
仕
し
た
い
と
い
う
願
<に
あ
る
と
見
る
べ
き
だ
ろ
う
（
６
）。
③
秋
「
院
中
=
>懷
西
郭
?舍
」
蜀
中
後
期
の
杜
甫
（
松
原
）
37
府
秋
風
日
夜
、
澹
雲
疏
雨
高
。
心
朱
實
看
時
、
階
面
苔
先
自
生
。
復
有
樓
臺
銜
	景
、
不
勞
鐘
鼓
報
新

。
浣 、

、
溪 、
裏 、

、
饒 、
笑 、
、
肯 、
信 、
吾 、

、
吏 、
隱 、
名 、
。
「
浣
溪
里
饒
笑
、
肯
信
吾
吏
隱
名
浣

堂
で
は
、

が
美
し
く
き
こ
ぼ
れ
て
い
る
だ
ろ
う
。
自
分
は
今
は
僚
だ
が
、
そ
の
に
心
惹
か
れ
る
隱
の
思
い
を
心
に
懷
い
て
い
る
こ
と
を
、
人
は
分
か
っ
て
く
れ
る
だ
ろ
う
か
」
。
こ
こ
で
杜
甫
は
、
府
出
仕
を
否
す
る
の
で
は
な
く
、
「
吏
・
隱
」
の
二
つ
の
感
を
衡
さ
せ
よ
う
と
心
し
て
い
る
。
換
言
す
れ
ば
、
自
分
の
中
に
俗
事
に
泥
ま
な
い
「
崇
高
な
氣
韻
」
の
あ
る
こ
と
を
み
ず
か
ら
に
言
い
聞
か
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
僚
と
な
っ
て
吏
務
に
埋
す
る
自
分
を
慰
め
る
の
で
あ
る
。
④
秋
「
宿
府
」
秋
府
井
梧
、
獨
宿
江

炬
殘
。
永
夜
角
聲
悲
自
語
、
中
天
色
好
誰
看
。
風
塵
荏
苒
書
、
關
塞
蕭
條
行
路
。
已 、

、
伶 、

、
十 、
年 、
事 、
、

、
移 、
栖 、
息 、
一 、
枝 、
安 、
。
こ
の
詩
で
は
、
「
吏
・
隱
」
を
め
ぐ
る
心
理
の
衡
は
す
で
に
れ
て
い
る
。
府
出
仕
は
、
そ
こ
に
積
極
な
意
義
を
求
め
る
も
の
で
は
な
く
、
や
む
を
得
ぬ
も
の
と
し
て
あ
る
。
「
已
伶
十
年
事
、
移
栖
息
一
枝
安
安
史
の
大
亂
よ
り
十
年
 、
零
の
辛
酸
を
嘗
め
盡
く
し
た
。
今
の
自
分
に
は
、
鷦
鷯
み
そ
さ
ざ
い
が
森
の
中
の
さ
さ
や
か
な
小
枝
に
!を
架
け
る
よ
う
に
、
心
"ま
ぬ
こ
の
職
に
い
て
こ
の
身
を
預
け
る
し
か
な
い
の
だ
」
と
#べ
る
と
き
、
杜
甫
は
、
「
友
人
關
係
か
上
下
關
係
か
」「
屏
居
か
出
仕
か
」
と
い
う
心
理
の
葛
$を
超
え
た
%元
に
、
つ
ま
り
生
活
の
安
定
、
生
計
の
維
持
と
い
う
物
理

%元
に
問
題
を
据
え
置
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
府
出
仕
を
い
て
み
ず
か
ら
に
&得
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
⑤
秋
「
到
村
」
碧
澗
雖
多
雨
、
秋
沙
先
少
泥
。
蛟
龍
引
子
、
'
(逐
低
。
老
去
參
戎
、
歸
來
散
馬
蹄
。
稻
粱
須
就
列
、
榛

)相
*。
+積
思
江
,、
疏
頑
惑
町
畦
。
暫
酬
知
己
分
、
-入
故
林
棲
。
府
の
生
活
か
ら
し
ば
し
休
暇
を
得
て
堂
に
歸
っ
た
と
き
の
作
で
あ
る
。
「
稻
は
畦
に
從
っ
て
整
然
と
列
ぶ
べ
き
だ
が
、
.人
が
不
在
な
の
で
雜
が
/り
放
題
だ
。
江
,に
向
か
っ
て
0立
ち
た
い
が
、
や
は
り
こ
こ
の
田
畑
の
こ
と
が
氣
に
掛
か
る
。
し
ば
ら
く
嚴
武
と
の
友
誼
に
報
い
た
後
は
、
堂
に
歸
っ
て
隱
棲
す
る
の
だ
」
。
こ
の
詩
で
は
、
杜
甫
の
願
い
は
堂
隱
棲
の
一
點
に
集
1さ
れ
て
い
る
。
府
出
仕
は
、
中
國
詩
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叢
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友
人
嚴
武
に
對
す
る
義
理
を
果
た
す
た
め
で
あ
り
、
そ
れ
以
上
の
積
極
な
意
義
を
杜
甫
は
見
出
だ
す
こ
と
が
出
來
な
く
な
っ
て
い
る
。
⑥
秋
「
嚴
鄭
公
階
下
新
松
（
得
霑
字
）」
質
豈
自
負
、
移
根
方
爾
瞻
。
細
聲
玉
帳
、
疏

珠
簾
。
未
見
紫
集
、
蒙
	露
霑
。
何
當
一
百
丈
、
欹
蓋
擁
高
簷
。
⑦
秋
「
嚴
鄭
公
宅
同
詠
竹
（
得
香
字
）」

竹
含
、
新
纔
出
牆
。
色
書
帙
、
陰
酒
樽
涼
。
雨
洗
娟
娟
淨
、
風
吹
細
細
香
。
但
令
無
剪
伐
、
會
見
拂
雲
長
。
こ
の
二
首
は
、
嚴
武
が
催
す
る
宴
席
で
唱
和
さ
れ
た
詠
物
詩
で
あ
る （７
）。

の
「
質
豈
自
負
、
移
根
方
爾
瞻
。
…
…
何
當
一
百
丈
、
欹
蓋
擁
高
檐
」
で
は
、
ひ
な
松
の
木
で
は
あ
る
が
、
府
の
庭
に
植
え
ら
れ
て
よ
う
や
く
人
の
目
に
付
く
こ
と
に
な
っ
た
。
…
…
そ
の
松
も
い
つ
か
大
き
く
育
っ
て
、
そ
の
枝
で
屋
根
を
蓋
う
ほ
ど
に
な
る
だ
ろ
う
と
べ
て
、
こ
こ
に
府
に
活
の
場
を
與
え
ら
れ
た
こ
と
を
感
謝
し
、
職
務
へ
の

を
嚴
武
に
對
し
て
誓
う
の
で
あ
る
。
こ
の
二
首
は
、
個
人
の
獨
詠
で
は
な
く
、
嚴
武
を
圍
ん
だ
宴
席
で
の
分
韻
唱
和
の
儀
禮

制
作
で
あ
り
、
作
品
は
、
そ
の
性
格
を
承
知
し
て
讀
む
必
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
見
る
と
、
杜
甫
は
府
出
仕
を
續
け
る
か
否
か
を
っ
て
搖
れ
動
き
な
が
ら
、
第
に
辭
の
思
い
に
向
か
っ
て
心
が
傾
斜
し
て
い
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
略
す
れ
ば
、
嚴
武
を
圍
む
公
な
唱
和
の
場
に
お
い
て
は
仕
官
に
對
す
る
積
極
意
欲
が
表
明
さ
れ
、
私
な
獨
詠
に
お
い
て
は
極
な
心
を
第
に
め
る
と
い
う
、
極
め
て
分
か
り
や
す
い
 圖
が
で
き
あ
が
っ
て
い
る
。
⑧
秋
「
!悶
奉
"嚴
公
二
十
韻
」
（

#に
後
）
杜
甫
は
自
分
の
僚
生
活
に
對
す
る
鬱
屈
し
た
思
い
を
、
直
接
嚴
武
に
訴
え
る
。
實
質
に
は
こ
の
時
點
で
、
杜
甫
は
僚
辭
任
の
決
斷
を
下
し
て
い
た
。
⑨
初
$「
初
$」
垂 、
老 、
戎 、
衣 、
窄 、
、
歸
休
%色
深
。
漁
舟
上
&水
、
獵
火
'高
林
。
日
有
(池
醉
、
愁
來
梁
甫
吟
。
干
戈
未
偃
息
、
出 、
處 、
)
、
何 、
心 、
。
⑩
$至
「
至
後
」
$至
至
後
日
初
長
、
*在
劍
南
思
洛
陽
。
+袍
白
馬
有
何
意
、
金
谷
銅
駝
非
故
,。
-
.欲
開
不
自
覺
、
棣
萼
一
別
永
相
/。
愁 、
極 、
本 、
憑 、
詩 、
!
、
興 、
、
詩 、
0
、
吟 、
詠 、
轉 、
淒 、
涼 、
。
こ
れ
ら
$の
作
を
見
る
と
、
辭
は
、
1擇
の
問
題
で
は
な
く
、
い
つ
實
行
す
る
か
と
い
う
時
2の
問
題
で
あ
る
。
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蜀
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出
仕
も
や
む
な
し
と
す
る
か
つ
て
の
論
法
（
「
宿
府
」
）
も
こ
こ
で
は
語
ら
れ
ず
、
職
に
あ
る
こ
と
の
痛
と
、
入
に
對
す
る
後
が
綴
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
⑨
「
垂
老
戎
衣
窄
…
…
出
處
何
心
」
で
は
、
年
を
取
っ
て
げ
な
い
軍
を
用
す
る
こ
と
に
な
っ
た
、
出
仕
し
て
何
の
志
を
げ
ら
れ
た
と
い
う
の
か
。
ま
た
⑩
「
	袍
白
馬
有
何
意
…
…
愁
極
本
憑
詩

興
、
詩
吟
詠
轉
淒
涼
」
で
は
、
	袍
（
下
僚
の
官
）
を
身
に
ま
と
い
白
馬
に
乘
っ
て
府
に
出
仕
す
る
こ
と
に
、
何
の
意
義
も
見
出
せ
な
い
、
か
つ
て
は
心
を
慰
め
た
作
詩
も
（
８
）、
今
は
か
え
っ
て
悲
し
み
を
ら
せ
る
、
と
い
う
自
嘲
の
言
辭
が
吐
露
さ
れ
て
い
る
。
二
「
悶
奉
嚴
公
二
十
韻
」
中
期
の
杜
甫
の
心
を
考
察
す
る
際
に
、
「

悶
奉
嚴
公
二
十
韻
」
が
別
し
て
重
な
意
味
を
持
つ
の
は
、
そ
れ
が
中
生
活
に
お
け
る
胸
中
の
煩
悶
を
、

、
題 、

、
に
、
し
か
も
當
の
嚴 、
武 、
に 、
向 、
か 、
っ 、
て 、
直
接
に
開
陳
し
た
詩
だ
か
ら
で
あ
る
。
題
と
い
う
點
に
關
し
て
は
、
詩
題
に
こ
そ
目
す
る
必
が
あ
る
。
詩
題
の
「

悶
」
は
、
杜
甫
が
用
す
る
「

興
」「

懷
」「


」
「

意
」
と
い
う
一
の
題
（
９
）の
中
に
位
置
し
て
い
る
。
そ
れ
は
特
定
の
事
件
に
觸
發
さ
れ
た
物
・
時
な
感
動
で
は
な
く
、
胸
中
に
久
し
く
鬱
積
し
た
、
負
の
感
動
と
し
て
の
煩
悶
を
、
括
に

べ
る
と
き
に
用
い
る
詩
題
で
あ
る
。
從
っ
て
こ
の
詩
題
の
用
自
體
が
、
こ
の
時
の
煩
悶
を
、
題
に
べ
る
こ
と
を
杜
甫
が
宣
言
し
た
に
等
し
い
の
で
あ
る
。
し
か
も
「

悶
」
「

興
」
系
の
詩
の
多
く
が
特
定
の
讀
を
想
定
し
な
い
中
で
、
こ
の
詩
が
嚴
武
と
い
う
一
人
の
讀
の
た
め
に
作
ら
れ
た
こ
と
も
、
見
す
べ
き
で
は
な
い
。
も
と
よ
り
嚴
武
は
、
常
言
わ
れ
る
と
こ
ろ
の
讀
で
は
な
く
、
杜
甫
の
今
あ
る
況
を
支
配
し
て
い
る
「
當
事
」
で
あ
る
。
以
上
の
二
點
を
考
慮
す
れ
ば
、
こ
の
詩
が
、
杜
甫
が
重
い
決
意
を
こ
め
て
制
作
し
た
詩
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。

悶
奉
嚴
公
二
十
韻
悶
を

り
て
嚴
公
に
奉
す
二
十
韻
白
水
魚
竿
客
白
水
魚
竿
の
客
秋
鶴
髮

秋
鶴
髮
の

胡
爲
來
下
胡
爲
れ
ぞ
下
に
來
れ
る
祗
合
在
舟
中
祗
だ
合 ま
さに
舟
中
に
在
る
べ
し
（
 ）
!卷
眞
如
律
!卷
は
眞
に
律
の
如
く
	袍
也
自
公
	袍
も
也 ま
た
公
自
り
す
老
妻
憂
坐
痺
老
妻
坐
痺
を
憂
へ
幼
女
問
頭
風
幼
女
頭
風
を
問
ふ
"地
專
欹
倒
"地
欹
倒
を
專
ら
に
し
中
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詩
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分
曹
失
同
分
曹
同
に
失
す
禮
甘
衰
力
就
禮
あ
れ
ば
衰
力
も
て
就
く
に
甘
ん
じ
義
忝
上
官

義
あ
れ
ば
上
官
に
ず
る
を
忝
く
す
（
第
一
段
）
澄
ん
だ
川
邊
で
り
を
し
て
、
涼
秋
に
白
髮
を
吹
か
れ
て
い
た
老
人
。
そ
ん
な
自
分
は
、
漂
泊
の
舟
に
こ
そ
身
を
置
く
べ
き
な
の
に
、
ど
う
し
て
府
に
仕
え
る
こ
と
に
な
っ
た
の
か
。
務
定
書
に
は
嚴
し
く

ら
れ
、
小
役
人
の
制
	（

袍
）
を
、

後
ま
で
る
始
末
だ
。
老
妻
は
、
足
の
痺
れ
を
氣
い
、
娘
は
、
頭
痛
を
心
配
す
る
。
地
で
も
、
よ
た
よ
た
き
、
職
場
で
は
、
同
僚
と
の
意
見
の
い
に
對
處
を
る
。
規
則
の
り
に
、
老
骨
に
鞭
打
っ
て
職
務
に
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
朋
友
の
義
が
あ
る
の
で
、
上
官
の
君
と
こ
う
し
て
友
を
わ
す
こ
と
だ
け
は
で
き
る
の
だ
。
疇
昔
論
詩
早
疇
昔
詩
を
論
ず
る
こ
と
早
く
光
輝
仗
鉞
雄
光
輝
鉞
に
仗
る
こ
と
雄
な
り
容
存
性
拙
容
性
の
拙
な
る
を
存 お
もひ
剪
拂
念
窮
剪
拂
の
窮
せ
る
を
念
ふ
露
思
架
露

う
る
ほし
て
架
を
思
ひ
霏
想
桂
叢
霏 な
びき
て
桂
叢
を
想
ふ
信
然
龜
觸

信
然
ま
こ
とに
龜
は
に
觸
れ
直
作
鳥
窺
籠
直 た
だ
鳥
の
籠
よ
り
窺
ふ
を
作
す
の
み
（
第
二
段
）
君
は
、
か
ね
て
よ
り
詩
を
語
り
合
う
柄
だ
が
、
今
は
大
き
な
兵

を
握
る
大
官
と
な
っ
た
。
君
は
、
私
の
世
渡
り
下
手
の
性
格
を
思
い
い
た
わ
り
、
生
活
の
窮
を
打
開
し
て
く
れ
た
（
度
參
謀
就
任
）。
し
か
し
自
分
は
、
（
浣

 堂
の
）
露
に
濡
れ
た

!を
思
い
、
も
や
が
籠
め
る
木
犀
の
"み
を
思
う
。
今
の
自
分
は
、
真
に
に
掛
か
っ
た
龜
も
同
然
で
、
籠
の
鳥
が
廣
い
空
を
懷
か
し
む
よ
う
な
も
の
な
の
だ
。
西
嶺
紆
村
北
西
嶺
村
北
を
紆 め
ぐり
南
江
遶
舍
東
南
江
舍
東
を
遶
る
竹
皮
#舊
$
竹
皮
舊
$に
#く
椒
實
雨
新
紅
椒
實
新
紅
に
雨
ふ
る
浪
簸
船
應
拆
浪
簸 ゆ
すり
て
船
應
に
拆
く
べ
く
杯
乾
甕
%空
杯
乾
き
て
甕 か
めも
%ち
空
し
&籬
生
野
徑
&籬
に
野
徑
生
じ
斤
斧
任
樵
童
斤
斧
樵
童
に
任
す
（
第
三
段
）
西
山
は
村
の
北
ま
で
張
り
出
し
、
錦
江
は
 堂
を
東
へ
と
流
れ
て
い
る
。
蜀
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を
ご
し
た
竹
の
は
、
冷
た
く
光
り
、
赤
み
の
さ
し
た
山
椒
の
實
に
は
、
し
っ
と
り
と
雨
が
る
。
浣
溪
の
波
に
搖
す
ら
れ
て
、
舟
は
さ
ぞ
や
傷
ん
で
い
る
だ
ろ
う
。
自
分
が
居
な
い
の
で
、
杯
は
乾
涸
ら
び
、
酒
も
空
っ
ぽ
に
な
っ
て
い
る
だ
ろ
う
。
籬
は
破
れ
て
そ
こ
に
小
徑
が
で
き
、
木
こ
り
の
子
供
が
そ
こ
を
っ
て
我
が
家
の
植
木
を
斫
っ
て
ゆ
く
の
も
、
今
は
仕
方
の
な
い
こ
と
だ
。
（
以
上
、
	人
不
在
の

堂
を
想
像
）
束
酬
知
己
束
せ
ら
れ
て
知
己
に
酬
ひ
蹉
效
小
忠
蹉
た
る
も
小
忠
を
效
さ
ん
（
）
防
期
稍
稍

あ
ま
ねく
防
ぎ
て
稍
稍
な
ら
ん
と
期
す
る
も
太

匆
匆
太
だ
な
れ
ば

か
くて
匆
匆
た
り
曉
入
朱


曉
に
入
る
と
き
朱

き
昏
歸
畫
角

昏
に
歸
る
と
き
畫
角
る
不

別
業
別
業
（
浣


堂
）
を
ぬ
る
を
さ
ず
未
敢
息
躬
未
だ
敢
て
躬
を
息 や
すめ
ず
烏
鵲
愁
銀

烏
鵲
銀
に
愁
ひ
駑
駘
怕
錦

駑
駘
錦
を
怕
る
會
希
物
色
會 かな
らず
希
は
く
は
物
色
を

ま
つ
た
うし
時
放
倚
梧
桐
時
に
放
ち
て
梧
桐
に
倚
ら
し
め
よ
（
第
四
段
）
不
自
由
な
思
い
を
我
慢
し
て
、
君
の
ご
恩
に
報
い
よ
う
。
老
骨
を

ま
し
て
、
眞
心
を
盡
く
そ
う
。
氣
を
配
っ
て
、
無
事
に
ぼ
う
と
努
力
は
す
る
が
、
粗
忽
な
た
ち
な
の
で
、
な
か
な
か
上
手
く
行
か
な
い
の
だ
。
明
け
方
に
府
に
入
る
時
、
や
っ
と
朱
色
の
衙
門
が
開
き
、
に
歸
る
時
に
は
、
日
れ
を
げ
る
角
笛
が
吹
き
わ
る
。

堂
に
歸
る
こ
と
も
ま
ま
な
ら
ず
、
職
務
を
お
ろ
そ
か
に
も
出
來
な
い
。
烏
鵲
か
さ
さ
ぎは
、
天
の
川
に
橋
を
架
け
ら
れ
な
い
こ
と
を
悲
し
み
、
駑
馬
は
、
立
 な
鞍
を
乘
せ
て
走
る
こ
と
を
!れ
る
。
君
よ
、
願
わ
く
は
本
性
を
げ
さ
せ
る
積
り
で
、
時
期
を
見
て
、
私
を
職
務
か
ら
解
き
放
ち
、
梧
桐
の
木
に
氣
ま
ま
に
寄
り
添
わ
せ
て
頂
き
た
い
。
こ
の
詩
は
、
中
生
活
の
"痛
を
嚴
武
に
訴
え
て
、
辭
の
許
可
を
嚴
武
に
#願
す
る
詩
で
あ
る
が
、
こ
の
時
に
杜
甫
が
$べ
る
理
由
は
、
以
下
の
%點
に
整
理
で
き
る
。
①
身
體
&不
'：
「
老
妻
憂
坐
痺
、
幼
女
問
頭
風
。
(地
專
欹
倒
…
」
杜
甫
は
下
)身
の
痺
れ
と
頭
痛
に
惱
ま
さ
れ
、
(地
の
*行
に
も
不
自
由
に
な
っ
て
い
た
。
②
執
務
の

+さ
：
「
,卷
眞
如
律
、
-袍
也
自
公
」
「
,卷
」
は
、
.務
/定
の
文
書
、「
-袍
」
は
、
下
僚
（
八
品
ま
た
は
九
品
（
0））
の
官
1。
.務
/定
は
法
律
の
よ
う
に
こ
の
身
を
り
、
2
.し
て
も
-袍
を
3
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た
ま
ま
だ
と
、
職
務
の

さ
を
嚴
武
に
訴
え
て
い
る
。
杜
甫
は
中
に
お
い
て
、
文
宴
の
場
で
の
嚴
武
と
の
詩
の
唱
和
（
）を
別
と
す
れ
ば
、
そ
の
務
條
件
に
特
別
待
は
殆
ど
無
か
っ
た
と
見
て
よ
い
。
③
同
僚
と
の
不
和
：
「
分
曹
失
同
」
府
の
部
	

部
の
意
見
の
同
・
對
立
に
際
し
て
、
杜
甫
が
對
處
を
っ
た
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
。
こ
の
詩
で
は
わ
ず
か
こ
の
一
句
が
觸
れ
る
だ
け
の
「
同
僚
と
の
不
和
」
で
あ
る
が
、
他
の
詩
（

參
照
）
も
讀
み
合
わ
せ
る
時
、
こ
れ
が
杜
甫
の
心
痛
の
直
截
理
由
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
④
堂
へ
の
愛
：
「
露
思
架
、
霏
想
桂
叢
…
…
」
杜
甫
は
、
「
院
中

懷
西
郭
舍
」
詩
の
中
で
も
「
浣
溪
里
饒
笑
、
肯
信
吾
吏
隱
名
」
と
詠
じ
て
、
堂
の
生
活
に
愛
を
示
す
が
、
そ
の
思
い
は
こ
の
詩
に
お
い
て
も
擴
大
し
な
が
ら
繰
り
さ
れ
る
。
杜
甫
は
中
の
痛
を
こ
の
よ
う
に
種
々
に
訴
え
た
上
で
、
「
會
希
物
色
、
時
放
倚
梧
桐
」
と
べ
て
、
度
參
謀
辭
任
の
了
承
を
嚴
武
に
對
し
て
求
め
る
。
杜
甫
の
辭
の
決
意
は
、
こ
の
詩
を
作
っ
た
秋
（
詩
中
の
「

、
秋 、
鶴
髮
」
「
椒 、
實 、
雨
新
紅
」
）
の
時
點
で
固
ま
っ
て
い
た
と
理
解
し
て
良
か
ろ
う
。
一
方
、
嚴
武
は
杜
甫
の
慰
留
に
努
め
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
杜
甫
が
最

に
府
を
辭
し
て
堂
に
歸
る
の
は
、
そ
れ
か
ら
三
箇
 の
!を
ご
し
た
、
明
く
る
正
 の
こ
と
で
あ
る
。
三
同
僚
と
の
對
立
辭
に
至
っ
た
理
由
は
、
杜
甫
自
身
の
べ
る
と
こ
ろ
は
以
上
に
盡
き
て
い
る
。
そ
の
中
で
も
最
も
直
接
な
理
由
と
な
っ
た
の
は
、
③
の
同
僚
と
の
不
和
で
あ
ろ
う
（
"）。
正
 に
は
、
杜
甫
は
嚴
武
の
了
承
を
得
て
府
を
辭
去
し
て
い
る
が
、
そ
の
直
後
に
府
の
同
僚
に
宛
て
た
の
詩
を
作
っ
て
い
る
こ
と
は
、
こ
の
意
味
で
象
#
で
あ
る
。
正
 三
日
歸
溪
上
有
作
$院


%公
正
 三
日
溪
上
に
歸
り
て
作
有
り
院

の
%公
に
$す
野
外
堂
依
竹
野
外
堂
竹
に
依
り
籬
邊
水
向
&
籬
邊
水 か
は
&に
向
か
ふ
蟻
'仍
臘
味
蟻
'き
て
仍
ほ
臘
味
(泛
已
春
聲
(泛
か
び
て
已
に
春
聲
藥
許
鄰
人
)
藥
は
鄰
人
の
)
き
る
を
許
し
書
從
稚
子
*
書
は
稚
子
の
*
あ
ぐ
る
に
從 ま
かす
白 、
頭 、
趨 、

、
府 、
白
頭
府
に
趨 おも
むき
て
深 、
覺 、
負 、
+
、
生 、
深
く
+生
に
負
く
を
覺
ゆ
こ
の
詩
は
、
再
び
手
に
入
れ
た
堂
の
長
閑
な
生
活
を
存
分
に
,く
蜀
中
後
期
の
杜
甫
（
松
原
）
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こ
と
で
、
反
面
に
、
府
の
生
活
を
無
意
味
な
も
の
と
し
て
否
定
に
總
括
す
る
。
「
白
頭
趨
府
、
深
覺
負 、

、
生 、
」
の
二
句
は
、
府
の
生
活
を
個
別
に
あ
げ
つ
ら
う
の
で
は
な
く
、
そ
の
て
を
「
後
」
の
二
文
字
の
中
に
放
り
む
こ
と
に
よ
っ
て
完
否
定
す
る
も
の
で
あ
る
。
目
す
べ
き
は
、
そ
の
思
い
を
敢
え
て
名
指
し
で
「
院
	

公
」
に
傳
え
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
府
を
辭
し
て
同
僚
た
ち
と
一
定
の
離
を
確
保
し
た
こ
と
が
、
こ
の
よ
う
な
忌
憚
の
な
い
發
言
を
可
能
に
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
同
僚
と
の
確
執
が
中
生
活
の
最
た
る
痛
だ
っ
た
こ
と
を
、
こ
の
詩
は
裏
付
け
る
も
の
で
あ
る
。
に
讀
む
の
は
、
そ
れ
か
ら
二
箇
ば
か
り
の
後
、
燕
が
う

、
春 、
の
作
で
あ
る
。
同
僚
た
ち
を
思
い
出
し
て
も
か
つ
て
の
よ
う
な
懣
は
無
く
、
堂
の
長
閑
な
生
活
を
樂
し
む
ほ
ど
に

は
ち
き
を
取
り
し
て
い
る
。
春
日
江
村
五
首
其
四
扶
病
垂
朱

病
を
扶
け
て
朱
を
垂
れ
歸
休
紫
苔
歸
休
紫
苔
に
む
郊
存
計
郊

計
存
し

、
府 、
愧 、
群 、
材 、
府
群
材
に
愧
づ
燕
外
絲
卷
燕
外
絲
卷
き
邊
水
開
邊
水
開
く
鄰
家
魚

鄰
家
魚
を
り
問
我
數
能
來
我
に
問
ふ
數 しば
しば
能
く
來
る
か
と
「
郊
存
計
、
府
愧
群
材
自
分
は
、
郊
外
の
堂
で
余
生
を
る
 を
!ん
だ
。
い
ま
も
府
で
"し
く
公
務
に
い
そ
し
む
か
つ
て
の
同
僚

君
に
は
、
ご
勞
樣
と
頭
を
下
げ
た
い
」
と
い
う
二
句
に
は
、
特
に
目
し
た
い
。
こ
の
時
の
杜
甫
に
は
、
も
う
彼
ら
と
正
面
か
ら
角
を
#き
合
わ
せ
る
意
志
は
な
い
。
こ
の
時
、
杜
甫
は
「
朱
」
の
官
$を
身
に
け
る
檢
校
工
部
員
外
%に
任
命
さ
れ
て
い
る
（
&）。
そ
の
充
足
感
が
も
た
ら
す
氣
分
の
余
裕
が
、
こ
の
よ
う
な
穩
や
か
な
態
度
を
可
能
に
し
た
の
だ
ろ
う
。
し
か
し
見
方
を
變
れ
ば
、
堂
の
春
を
樂
し
む
悠
然
た
る
心
境
の
中
に
あ
っ
て
も
「
府
の
群
材
」
が
意
識
を
か
す
め
て
い
る
こ
と
は
、
彼
ら
と
の
軋
轢
が
殘
し
た
杜
甫
の
心
の
傷
痕
の
深
さ
を
裏
付
け
る
も
の
と
言
え
な
く
も
な
い
。
府
の
同
僚
に
對
し
て
は
、
否
定
を
宣
'す
る
「
正
三
日
歸
溪
上
有
作
(院
	

公
」
と
、
そ
の
一
方
の
、
彼
ら
と
の
宥
和
を
)べ
る
「
春
日
江
村
五
首
其
四
」
と
を
兩
極
と
し
て
、
杜
甫
の
心
理
の
波
瀾
は
決
し
て
小
さ
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
以
下
に
、
府
の
*い
同
僚
た
ち
に
對
す
る
鬱
を
)べ
る
「
莫
相
疑
行
」「
赤
霄
行
」
を
+加
し
て
、
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
三
集
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こ
の
時
期
の
杜
甫
の
心
を
仔
細
に
窺
う
こ
と
に
し
よ
う
。
莫
相
疑
行
男
兒
生
無

頭
白
男
兒
生
れ
て
す
無
く
頭
は
白
牙
齒
欲
眞
可
惜
牙
齒
の
ち
ん
と
欲
す
眞
に
惜
し
む
可
し
憶
獻
三
賦
蓬
獻
宮
憶
ふ
三
賦
を
獻
ず
蓬
宮
自
怪
一
日
聲
輝
赫
自
ら
怪
む
一
日
に
聲
輝
の
赫
た
る
を
集
賢
學
士
如
堵
牆
集
賢
學
士
堵
牆
の
如
く
觀
我
筆
中
書
堂
我
の
筆
を
す
を
觀
る
中
書
堂
	時
文

動
人

	時
文


人
（玄
宗
）を
動
か
す
も
此
日

趨
路
旁
此
の
日


路
旁
を
趨
る
將
末
託
年
少
に
末
を
將 も
ち
て
年
少
に
託
せ
ば
當
面
心
背
面
笑
當
面
に
は
心
を

い
たす
も
背
面
に
は
笑
ふ
寄
謝
悠
悠
世
上
兒
寄
謝
す
悠
悠
た
る
世
上
の
兒
不
爭
好
惡
莫
相
疑
好
惡
を
爭
は
ず
相
ひ
疑
ふ
こ
と
莫
れ
男
兒
に
生
ま
れ
な
が
ら
、
す
も
な
く
し
ら
が
頭
と
な
り
、
齒
も
け
ち
そ
う
な
の
は
、
無
念
の
極
み
だ
。
か
つ
て
三
大
禮
賦
を
蓬
莱
宮
に
獻
上
し
た
時
は
、
我
な
が
ら
高
い

を
し
た
も
の
だ
っ
た
。
集
賢
學
士
た
ち
は
中
書
堂
に
集
ま
り
、
垣
根
の
よ
う
に
り
を
取
り
圍
ん
で
、
私
が
筆
を
下
ろ
す
の
を
固
唾
を
の
ん
で
見
守
っ
た
。
か
つ
て
自
分
の
文
才
は
、
陛
下
の
御
心
を
も
動
か
し
た
と
い
う
の
に
、
今
は


に
ら
れ
て
、
端
を
お
ど
お
ど
と
小
股
で
走
る
始
末
だ
。
老
い
の
身
で
、

た
ち
と
付
き
合
う
こ
と
に
な
っ
た
が
（
末
＝
長
の
輩
と
の
交
際
）、
彼
ら
は
面
と
向
か
っ
て
は
慮
し
て
も
、
後
ろ
に
回
れ
ば
私
の
こ
と
を
あ
ざ
笑
う
。
つ
い
た
世
の

に
申
し
上
げ
る
、
自
分
は
好
き
だ
い
だ
と
詰
ま
ら
ぬ
爭
い
は
し
た
く
な
い
、
こ
の
こ
と
を
信
じ
て
欲
し
い
。
こ
の
詩
で
杜
甫
の
揶
揄
す
る
相
手
は
、
「
年
少
」
で
あ
り
「
悠
悠
世
上
兒
」
で
あ
る
。
そ
の
年
少
た
ち
は
、
杜
甫
が
高
齡
に
な
っ
て
初
め
て
交
際
を
持
っ
た
徒
輩
で
あ
る
か
ら
、
杜
甫
が
「
三
大
禮
賦
」
を
玄
宗
に
獻
上
し
て
贊
さ
れ
た
經
を
持
つ
こ
と
も
知
ら
な
い
の
で
あ
る
。
無
論
そ
う
し
た
年
少
の
中
に
、
十
年
來
の
 
、
知 、
で
、
詩 、
友 、
で
も
あ
る
嚴
武
が
含
ま
れ
る
こ
と
は
、
常
識
!
斷
と
し
て
"く
あ
り
得
な
い
。
赤
霄
行
孔
雀
未
知
牛
有
角
孔
雀
は
未
だ
知
ら
ず
牛
に
角
有
る
を
#飮
泉
逢
觝
觸
#し
て
泉
に
飮
み
て
觝
觸
に
逢
ふ
赤
霄
玄
圃
須
	來
赤
霄
玄
圃
須
ら
く
	來
す
べ
く
$尾
金
%不
辭
辱
$尾
金
%
辱
め
ら
る
る
を
辭
せ
ず
蜀
中
後
期
の
杜
甫
（
松
原
）
45
江
中
淘
河
嚇
飛
燕
江
中
の
淘
河
（
川
鵜
）
飛
燕
を
嚇 お
ど
ろか
し
銜
泥
卻
羞
屋
泥
を
銜
む
も
卻
て
し
て
屋
に
羞
づ
皇
孫
曾

困
皇
孫
ほ
曾
て

に
困
め
ら
る
鮑
莊
見
貶
傷
其
足
鮑
莊
貶
さ
れ
て
其
の
足
を
傷
ふ
老
愼
莫
怪
少
年
老

愼
み
て
少
年
を
怪
む
る
莫
れ
葛
亮
貴
和
書
有
篇
葛
亮
の
貴
和
書
に
篇
有
り
丈
夫
垂
名
動
萬
年
丈
夫
名
を
垂
れ
て
萬
年
を
動
か
す
記
憶
細
故
非
高
賢
細
故
を
記
憶
す
る
は
高
賢
に
非
ず
こ
こ
で
は
、
美
し
い
尾
を
持
っ
た
孔
雀
は
、
水
飮
み
場
に
い
る
牛
の
角
に
威
嚇
さ
れ
、
輕
や
か
に
飛
ぶ
燕
は
、
川
中
の
鵜
に
威
嚇
さ
れ
る
こ
と
を
	べ
て
、
杜
甫
が
、
低
俗
な
年
少
の
同
僚
に

蔑
さ
れ
た
こ
と
の
比
喩
と
す
る
。
同
僚
へ
の
惡
か
ら
出
發
す
る
點
で
、

	の
「
莫
相
疑
行
」
と
趣
旨
を
同
じ
く
し
、
そ
れ
を
寓
意
の
詩
に
仕
立
て
直
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
（
）。
以
上
、
①
「
正
三
日
歸
溪
上
有
作
院

公
」
、
②
「
春
日
江
村
五
首
其
四
」、
③
「
莫
相
疑
行
」、
④
「
赤
霄
行
」
の
四
題
の
詩
を
取
り
上
げ
た
。
そ
の
上
で
考
察
す
べ
き
は
、
こ
れ
ら
の
詩
の
中
に
、
府
の
同
僚
に
對
す
る
杜
甫
の
如
何
な
る
感
の
變
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
か
で
あ
ろ
う
。
①
②
は
す
で
に
	べ
た
の
で
、
論
ず
べ
き
は
③
④
で
あ
る
。
府
の
同
僚
に
對
す
る
懣
を
泄
ら
し
た
③
「
莫
相
疑
行
」
④
「
赤
霄
行
」
の
作
品
で
は
あ
る
が
、
仔
細
に
比
較
す
る
と
き
、
兩
の
に
は
、
妙
な
相
が
あ
る
。
「
莫
相
疑
行
」
で
は
少
年
の
同
僚
に
對
す
る
勢
は
硬
直
し
て
お
り
、「
寄
謝
悠
悠
世
上
兒
、
不
爭
好
惡
莫
相
疑
」
と
い
う
挑
戰
な
も
の
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
「
赤
霄
行
」
で
は
、
後
「
老
愼
莫
怪
少
年
、
葛
亮
貴
和
書
有
篇
―
年
寄
り
（
杜
甫
の
自
稱
）
よ
、

を
責
め
る
も
の
で
は
な
い
、
葛
亮
に
も
、
人
の
和
こ
そ
が
大
事
と
	べ
た
文
章
が
あ
る
で
は
な
い
か
」
の
二
句
は
、
府
の
同
僚
を
一
方
に
指
彈
す
る
態
度
を
改
め
て
、
彼
ら
と
相
い
諍
う
自
分
の

勢
を
か
え
っ
て
思
慮
分
別
に
缺
け
る
も
の
と
反
省
す
る
だ
け
の
冷
靜
さ
を
見
せ
て
い
る
。
「
莫
相
疑
行
」
と
「
赤
霄
行
」
と
の
に
は
、
同
僚
に
對
す
る
意
識
に
明
ら
か
な
相
が
め
ら
れ
る
。
杜
甫
の
心
理
が
激
昂
か
ら
靜
へ
と
推
移
し
た
と
考
え
る
な
ら
ば
、
「
赤
霄
行
」
は
相
對
に
 い
制
作
と
考
え
る
の
が
、
そ
の
!よ
り
も
は
る
か
に
自
然
な
"
斷
と
な
る
だ
ろ
う
。
こ
の
二
作
品
（
③
④
）
は
、
制
作
時
期
を
嚴
密
に
確
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
制
作
時
期
が
明
ら
か
な
①
②
を
基
準
に
、
相
對

な
位
置
を
お
よ
そ
#の
よ
う
に
推
定
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。
（
な
お
③
④
と
、
辭
直
後
の
作
と
確
定
で
き
る
①
と
の
後
關
係
は
、
嚴
密
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
三
集
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に
は
確
定
で
き
な
い
）
③
「
寄
謝
悠
悠
世
上
兒
、
不
爭
好
惡
莫
相
疑
」
（「
莫
相
疑
行
」）
①
「
白
頭
趨
府
、
深
覺
負
生
」
（
「
正
三
日
歸
溪
上
有
作
院

公
」）＝
辭

④
「
老
愼
莫
怪
少
年
、
葛
亮
貴
和
書
有
篇
」
（「
赤
霄
行
」）
②
「
府
愧
群
材
」
（「
春
日
江
村
五
首
」
其
四
）
同
僚
と
の
對
立
に
言
	す
る
四
篇
と
い
う
複 、
數 、
の 、
作 、
品 、
の
存
在
、
ま
た
そ
こ
に
刻
ま
れ
た
感

の
複 、
雜 、
な 、
樣 、
相 、
、
し
か
も
同
僚
と
の
對
立
か
ら
、
對
立
の
超
克
へ
と
、
時
系
列
の
中
で
一
定
の
方
向
を
た
ど
る
樣 、
相 、
の 、
變 、

、
。
こ
れ
ら
三
が
一
つ
に
動
す
る
こ
の
事
實
は
、
杜
甫
の
辭
を
め
ぐ
る

況
を
理
解
す
る
上
で
重
な
意
味
を
持
つ
。
す
な
わ
ち
、
同
僚
に
對
す
る
敵
愾
心
は
、
「

さ
れ
た
感


（
）」
で
は
な
く
、
こ
の
時
期
の
杜
甫
の
心
中
に
存
在
し
て
い
た
「
切
實
な
感

」
で
あ
り
、
こ
の
同
僚
と
の
對
立
こ
そ
が
、
杜
甫
を
し
て
辭
を
決
意
さ
せ
た
最
も
直
接
な
因
で
あ
っ
た
こ
と
を
く
推
測
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
四
堂
の
改
修
杜
甫
は
、
府
の
同
僚
と
の
確
執
を
直
接
の
機
と
し
て
、
嚴
武
が
杜
甫
の
た
め
に
用
意
し
た
度
參
謀
の
職
を
辭
し
て
、
浣

堂
に
歸
っ
た
。
そ
し
て
杜
甫
は
、
た
だ
ち
に
堂
の
改
に
取
り
か
か
っ
た
。
營
屋
杜
甫
我
有
陰
江
竹
我
に
江
を
陰 お
ほふ
の
竹
有
り
能
令
朱


能
く
朱
を
し
て
か
ら
し
む
陰
積
水

陰
は
積
水
の
に
じ
高
入
雲
端
高
き
は
雲
の
端
に
入
る
甚
疑
鬼
物
憑
甚
だ
疑
ふ
鬼
物
の
憑
る
か
と
不
翦
伐
殘
翦
伐
し
て
殘 や
ぶる
を

お
もは
ず
東

面
勢
東
（
東
向
き
）
し
面
勢
（
布
置
）
あ
ら
ば
 
!永
可
安
 
!
永
く
安
ん
ず
可
し
愛
惜
已
六
載
愛
惜
す
る
こ
と
已
に
六
載
な
る
も
茲
晨
去
千
竿
茲
の
晨
千
竿
を
去 の
ぞく
蕭
蕭
見
白
日
蕭
蕭
と
し
て
白
日
を
見
洶
洶
開
"湍
洶
洶
と
し
て
"湍
を
開
く
度
堂
匪
#麗
堂
を
度 は
かる
こ
と
#麗
な
る
に
匪
ず
$拙
%考
槃
拙
を
$ふ
は
考
槃
す
る
に
%な
り

&雖
薙
葺

&
薙 な
ぎ
葺 ふ
く
の
み
と
雖
も
衰
疾
方
少
'
衰
疾
方 は
じ
めて
少
し
く
'
ゆ
るく
せ
ん
洗
然
順
(
)
洗
然
)す
る
(に
順
は
ば
此
足
代
加
餐
此 こ
こに
加
餐
に
代
は
る
に
足
る
寂
無
斤
斧
*
寂
と
し
て
斤
斧
の
*く
無
し
蜀
中
後
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庶
遂
憩
息
歡
庶
く
は
憩
息
の
歡
を
遂
げ
ん
こ
と
を
杜
甫
の
置
か
れ
た
況
を
理
解
す
る
上
で
極
め
て
重
な
位
置
を
占
め
る
作
品
な
の
で
、
そ
の
制 、
作 、
時 、
期 、
は
嚴
密
に
確
し
て
お
き
た
い
。
そ
の
時
期
は
、
杜
甫
が
府
を
辭
し
た
直
後
、
ま
た
そ
れ
は
も
な
く
四
に
は
蜀
を
去
る
こ
と
に
な
る
そ
の
永
泰
元
年
（
七
六
五
）
の
春
で
あ
る
。
詩
に
は
「
愛
惜
已
六 、
載 、
、
茲
晨
去
千
竿
」
と
あ
る
。
こ
の
「
六
載
」
と
は
、
上
元
元
年
（
七
六
〇
）
の
春
に
杜
甫
が

	の
浣

溪
の
り
に
堂
を
卜
し
て
か
ら
足
掛
け
六
年
の
意
味
で
あ
り
、
そ
れ
は
正
し
く
こ
の
永
泰
元
年
に
當
た
っ
て
い
る
。
杜
甫
は
辭
の
後
、
ん
で
堂
の
修
に
取
り
か
か
る
。
か
つ
て
大
風
の
た
め
に
屋
根
が
吹
き
飛
ば
さ
れ
た
時
の
よ
う
に
（
「
屋
爲
秋
風
破
歌
」
）、
あ
る
い
は
足
掛
け
二
年
の
梓
漂
泊
よ
り
久
し
ぶ
り
に

れ
果
て
た
堂
に
歸
っ
て
き
た
と
き
の
よ
う
に
（
「
王
事
許
修
堂
貲
不
到
聊
小
詰
」
）、
修
繕
が
「
必
」
だ
っ
た
か
ら
で
は
な
く
、
そ
の
動
機
は
、
如
何
に
し
て
よ
り
快
な
居

境
を
手
に
入
れ
る
か
と
い
う
、
正
し
く
「
趣
味
」
の
領
域
に
あ
っ
た
。
堂
の
修
は
、
浣

溪
の
り
に
廣
が
る
竹
林
を
開
き
、
東
向
き
に
入
口
と
窓
を
設
え
、
そ
の
上
で
屋
根
を
葺
き
替
え
る
と
い
う
大
掛
か
り
な
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
堂
の
東
に
は
、
竹
林
が
鬱
と
り
、
そ
れ
は
川
を
蔭
い
、
天
に
も
屆
く
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
さ
な
が
ら
鬼
が
宿
っ
て
い
る
よ
う
な
見
事
さ
な
の
で
、
手
を
付
け
ず
に
大
事
に
し
て
き
た
。
し
か
し
い
よ
い
よ
り
す
ぎ
た
。
も
し
東
向
き
に
家
の
え
を
作
り
替
え
れ
ば
、
入
口
や
窓
に
も
光
が
射
し
て
合
が
良
く
な
る
だ
ろ
う
。
六
年
ず
っ
と
大
事
に
し
て
き
た
竹
林
だ
が
、
今
日
こ
そ
は
、
そ
の
竹
の
千
本
を
切
る
の
だ
。
す
る
と
明
る
い
日
の
光
が
差
し
み
、
せ
せ
ら
ぐ
川
（
浣


溪
）
も
見
渡
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
家
を
改
し
て
も
、
決
し
て
贅
澤
な
も
の
で
は
な
い
。
ま
た
拙
を
う
こ
と
を
願
う
だ
け
で
、
賢
の
高
蹈
を
氣
取
る
つ
も
り
も
な
い
。
か
く
し
て
堂
は
、
刈
り
取
っ
た
を
屋
根
に
葺
く
だ
け
の
粗
末
な
作
り
だ
が
、
こ
れ
で
よ
う
や
く
老
病
の
身
體
を
休
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
（
以
上
大
意
）。
そ
の
竹
林
は
、
杜
甫
が
六
年
に
堂
を
初
め
て
營
ん
だ
時
に
わ
ざ
わ
ざ
友
人
の
韋
續
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
三
集
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こ
の
「
六
年
」
＝
永
泰
元
年
に
は
、
傍
證
が
あ
る
。
「
春
日
江
村
五
首
」
其
四
に
は
「
扶
病
垂
朱
 、
歸 、
休 、
!紫
苔
。
郊
"存
#計
、
府
愧
群
材
」
と
あ
り
、
こ
の
$作
詩
の
制
作
時
期
は
、
杜
甫
が
府
を
去
っ
て
堂
に
「
#計
」
（
#年
の
計
畫
）
を
%げ
る
た
め
に
「
歸
休
」
し
た
永
泰
元
年
の
春
と
分
か
る
。
そ
の
「
春
日
江
村
五
首
」
の
其
二
に
は
、
「
迢
遞
來
三
蜀
、
蹉
&有
六 、
年 、
」
と
あ
る
。
こ
の
「
六
年
」
の
數
字
は
、
來
蜀
し
て
足
掛
け
六
年
目
の
永
泰
元
年
を
意
味
し
、
「
營
屋
」
詩
の
「
六
載
」
が
や
は
り
永
泰
元
年
を
指
し
て
い
る
の
と
、
恰
も
符
合
し
て
い
る
。
か
ら
り
屆
け
て
も
ら
っ
た
綿
竹
が
、
び
廣
が
っ
た
も
の
で
あ
る
（
）。
そ
れ
か
ら
二
箇
ば
か
り
た
っ
て
作
ら
れ
た
「
春
日
江
村
五
首
」
其
四
に
は
、
「
郊 、

、
存 、

、
計 、
、
府
愧
群
材
」
と
あ
る
。
杜
甫
に
は
浣
	

堂
（
「
郊
」
）
で
年
を
る
計
畫
（
「
計
」
）
が
あ
っ
て
、

堂
の
改
は
、
そ
の
た
め
の
一
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
「
營
屋
」
詩
の
存
在
は
、
第
一
に
、
當
時
の
嚴
武
と
の
關
係
を
考
え
る
上
で
も
、
ま
た
第
二
に
、
そ
の
後
の
杜
甫
の
出
蜀
の
を
考
え
る
上
で
も
、
決
定
に
重
な
意
味
を
持
つ
。
第 、
一 、
に 、
、
す
で
に

で
も
明
ら
か
と
な
っ
た
よ
う
に
、
杜
甫
の
辭
の
理
由
は
、
老
病
に
よ
る
身
體
不
・
職
務
の
多
・
嚴
武
と
上
下
關
係
に
置
か
れ
る
こ
と
の
不
滿
な
ど
の
い
く
つ
か
の
因
が
複
合
し
た
も
の
で
あ
り
、
最
後
に
は
同
僚
と
の
確
執
が
辭
の
直
截

機
と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な

の
結
論
を
一
方
に
踏
ま
え
つ
つ
、
こ
の
「
營
屋
」
詩
か
ら
知
り
う
る
事
實
を
べ
る
な
ら
ば
、
嚴
武
と
杜
甫
の
深
刻
な
對
立
（
嚴
武
に
お
け
る
杜
甫

の
意
志
の
存
在
（
））
は
斷
じ
て
無
か
っ
た
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
杜
甫
は
、
嚴
武
の
府
を
辭
し
た
後
、
嬉
々
と
し
て

堂
の
改
に
取
り
か
か
る
。
そ
の
改
は
、
ａ
必
な
修
繕
を
施
す
も
の
で
は
な
く
、
ｂ
「
計
」
（
老
の
計
畫
）
の
一
と
し
て
、
よ
り
快
な

境
を
整
備
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
大
規
改
に
は
、
相
當
の
金
が
必
と
さ
れ
る
。
そ
の
金
の
來
源
が
、
直
の
年
余
り
の
度
參
謀
の
俸
給
が
中
心
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
實
で
あ
り
、
さ
ら
に
は
別
 、
辭
職
に
際
し
て
嚴
武
よ
り
ま
と
ま
っ
た
慰
勞
金
が
給
付
さ
れ
た
可
能
性
も
想
定
さ
れ
よ
う
（
!）。
す
な
わ
ち
嚴
武
の
"大
さ
は
、
友
人
杜
甫
へ
の
配
慮
の
み
か
ら
出
る
も
の
で
は
な
く
、
彼
の
#威
を
$圍
に
示
す
た
め
に
必
な
、
支
配
%の
經
費
と
見
る
べ
き
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
嚴
武
と
深
刻
な
對
立
關
係
に
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
杜
甫
に
は
、
嚴
武
の
支
配
す
る
&
'に
み
續
け
る
と
い
う
(擇
肢
は
な
か
っ
た
。
ま
た
一
を
讓
っ
て
、
嚴
武
の
實
質
な
監
)下
に
あ
っ
て
杜
甫
に
は
蜀
を
離
れ
る
自
由
が
な
か
っ
た
と
假
定
し
て
み
て
も
、
こ
の
よ
う
に
自
發
に
、
「
計
」
を
立
て
て

堂
の
改
善
に
取
り
掛
か
る
こ
と
ま
で
想
像
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
も
「
春
日
江
村
五
首
」
に
見
え
る
「
*屋
+堪
賦
、
桃
源
自
可
,」
（
其
一
）
の
、

堂
の
生
活
を
桃
源
に
見
立
て
る
詩
句
や
、
「
鄰
家
魚
-、
問
我
數
能
來
」
（
其
四
）
の
、

堂
の
.人
と
の
和
や
か
な
交
流
を
/く
詩
句
な
ど
の
存
在
は
、
辭
後
の
杜
甫
が
、
嚴
武
の
支
配
す
る
當
の
&
'に
お
い
て
0和
な
生
活
を
っ
て
い
た
こ
と
を
裏
付
け
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
は
總
じ
て
、
こ
の
時
期
の
杜
甫
と
嚴
武
の
1に
は
持
續
す
る
深
刻
な
對
立 ＊
は
な
か
っ
た
こ
と
の
、
明
白
な
證
據
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
蜀
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第 、
二 、
に 、
「
營
屋
」
が
傳
え
る
も
う
一
つ
の
息
は
、
こ
の
堂
改

の
時
點
で
、
杜
甫
に
は
い
將
來
に
お
け
る
出
蜀
の
意
志
が
く
無
か
っ
た
、
と
い
う
事
實
で
あ
る
。
確
か
に
杜
甫
は
在
の
時
に
も
「
積
思
江
	」
（
第
一

の

詩
⑤
「
到
村
」
）
と
し
て
、
蜀
を
去
っ
て
長
江
を
中
流
（
江
	）
ま
で
下
る
希
を
べ
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
種
の
希
は
、
蜀
中
時
期
の
杜
甫
が
伏
流
水
の
よ
う
に
常
に
懷
き
續
け
た
も
の
に
ぎ
な
か
っ
た
。

す
る
に
杜
甫
に
は
、
そ
れ
を
實
行
に
移
す
體
な
切
っ
掛
け
が
無
か
っ
た
の
で
あ
り
、
旅 、
費 、
の
積
も
、
さ
ら
に
は
期
待
す
べ
き
目 、
標 、
も
杜
甫
に
は
備
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
況
の
中
で
、
杜
甫
は
浣

堂
で
余
生
を
る
「
計
」
を
立
て
て
、
體
に
、
こ
の
堂
の
改
に
取
り
掛
か
っ
た
。
し
か
し
改
が
っ
て
三
箇
も
た
た
な
い
う
ち
に
、
杜
甫
は
し
く
堂
を
て
て

を
去
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
に
、
杜
甫
の

況
に
予
期
せ
ぬ
あ
る
激
變
が
生
じ
た
こ
と
を
、
こ
の
「
營
屋
」
の
詩
は
端
無
く
も
際
立
た
せ
る
こ
と
に
な
る
。
杜
甫
を
し
て
俄
か
に

を
去
ら
し
め
た
況
の
激
變
と
は
、
い
っ
た
い
何
な
の
か
。
從
來
は
、
嚴
武
の
死
に
よ
っ
て
庇

 が
い
な
く
な
り
、
加
え
て
嚴
武
不
在
の

に
混
亂
の
兆
候
が
現
れ
た
た
め
と
理
解
し
て
き
た
（
!）。
こ
れ
に
對
し
て
年
、
陳
"君
は
こ
れ
ら
の
理
由
が
不
十
分
な
こ
と
を
論
じ
た
上
で
、
杜
甫
は
長
安
で
檢
校
工
部
員
外
#（
#官
）
に
就
任
す
る
と
い
う
目
標
を
得
て
、

を
去
っ
た
と
す
る
新
$を
提
示
し
た
。
中
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こ
の
「
杜
甫
嚴
武
反
目
$」
は
（
%１
・
19參
照
）
そ
れ
を
直
接
に
裏
付
け
る
一
&
'料
を
杜
甫
と
嚴
武
の
(作
の
中
に
求
め
る
こ
と
は
で
き
ず
、
ま
た
同
時
代
人
に
よ
る
目
)
證
言
も
見
出
せ
な
い
中
に
あ
っ
て
は
、
「
一
定
の
趣
旨
に
そ
っ
て
複
數
の
素
材
が
*集
さ
れ
た
傳
聞
の
集
積
體
」
と
見
做
す
べ
き
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
「
杜
甫
嚴
武
反
目
$話
」
と
呼
ぶ
べ
き
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
$話
は
、
杜
甫
+究
の
重
な
一
部
を
,
す
る
も
の
で
あ
り
、
と
り
わ
け
杜
甫
に
い
時
代
の
-價
を
窺
う
上
で
重
な
史
料
で
あ
る
（
.）。
し
か
し
そ
れ
は
、
あ
く
ま
で
も
傳
記
事
實
か
ら
/別
さ
れ
た
史
料
と
し
て
、
+究
さ
れ
る
べ
き
性
質
の
も
の
で
あ
る
。
＊
陳
"君
の
考
證
は
「
杜
甫
爲
#離
蜀
考
」
「
杜
甫
離
蜀
後
之
行
止
原
因
新
考
杜
甫
爲
#離
蜀
考
續
篇
」
（
二
篇
と
も
陳
"君
『
0代
文
學
叢
考
』
中
國
1會
科
學
出
版
1、
一
九
九
七
年
收
）
に
詳
細
だ
が
、
そ
の
點
は
以
下
の
四
つ
で
あ
る
。
①
杜
甫
の
在
時
期
の
官
2は
「
3袍
・
戎
衣
」
で
あ
り
、
#官
の
官
2
「
朱
4（
紅
袍
・
緋
袍
）
」
で
は
な
い
。
ま
た
「
#官
・
臺
#・
省
#・
魚
袋
・
銀
章
」
な
ど
の
#官
の
身
分
を
示
す
語
句
も
こ
の
時
期
の
詩
句
に
は
見
え
な
い
。
つ
ま
り
在
時
期
、
杜
甫
は

度
參
謀
で
は
あ
っ
て
も
、
ま
だ
#官
に
は
任
命
さ
れ
て
い
な
い
。
陳
君
の
新
に
對
し
て
は
、
贊
否
兩
論
の
反
應
が
あ
る
。
し
か
し
多
く
の
論
に
お
い
て
は
、
基
本
な
事
實
の
確
が
見
ご
さ
れ
る
た
め
に
、
必
ず
し
も
議
論
が
實
に
深
め
ら
れ
て
は
い
な
い
こ
と
は
	
憾
で
あ
る
。
多
く
の
場
合
、
そ
の
最
大
の
問
題
は
、
「
い
つ
、
杜
甫
が
檢
校
工
部
員
外

に
任
命
さ
れ
た
の
か
」
を
明
確
に
し
な
い
ま
ま
、
恣
意
な
解
釋
を
先
行
さ
せ
る
點
に
あ
る
。
こ
こ
で
は
ａ
嚴
武
の
奏
上
と
、
ｂ
杜
甫
の

官
任
命
の
二
つ
の
時
期
の
そ
れ
ぞ
れ
を
確
す
る
こ
と
で
、
陳
君
の
細
部
を
檢
證
し
た
い
。
ま
ず
杜
甫
の

官
任
命
の
時
期
つ
い
て
は
、
陳
君
の
べ
る
よ
う
に
永
泰
元
年
（
七
六
五
）
の
春
〔
時
期
考
證
は
第
四
＊
印
〕
の
「
春
日
蜀
中
後
期
の
杜
甫
（
松
原
）
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②

官
は
、
杜
甫
が
永
泰
元
年
の
初
に
劍
南
度
參
謀
を
辭
任
し
た
後
に
、
嚴
武
が

に
奏
上
し
て
し
て
授
與
さ
れ
た
。
同
年
春
の
「
春
日
江
村
五
首
」
に
、
「
赤
管
隨
王
命
、
銀
章
付
老
。
豈
知
牙
齒
、
名

賢
中
（
其
三
）
」
「
扶
病
垂
朱
、
歸
休
紫
苔
（
其
四
）
」
と
あ
る
、
そ
の
「
赤
管
」
「
銀
章
」
「
朱
」
等
は
、

官
の
身
分
を
示
す
。
し
か
も
「
豈
知
牙
齒
、
名

賢
中
：
ま
さ
か
齒
が
け
る
老
い
ぼ
れ
と
な
っ
て
、
賢
を
推
す
る
名
を
汚
す
こ
と
に
な
ろ
う
と
は
」
と
い
う
喜
び
の
言
辭
は
、
こ
の
時
點
で
初
め
て

官
が
授
與
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
。
③
杜
甫
が

を
去
っ
た
の
は
、

官
授
與
の
直
後
、
ま
た
永
泰
元
年
（
七
六
五
）
四
二
十
九
日
（
又
は
三
十
日
）
の
嚴
武
の
死
に
先
立
つ
時
點
で
あ
る
。
第
一
に
、
杜
甫
は
六
上
旬
に
戎
州
を

し
た
。
當
時
の
舟
行
度
か
ら
算
す
れ
ば
、
杜
甫
の

出
發
は
三
な
い
し
は
五
上
旬
で
あ
る
。
し
か
し
五
上
旬
の
出
發
は
、
嚴
武
の
儀
、
ま
た
杜
甫
の
 支
度
に
!す
る
時
"を
考
え
る
と
、
不
可
能
で
あ
る
。
ま
た
第
二
に
、

に
お
い
て
嚴
武
の
死
を
哀
悼
す
る
詩
が
な
い
こ
と
も
、
そ
の
出
發
が
嚴
武
の
死
以
#で
あ
る
こ
と
を
傍
證
す
る
。
④

官
は
、
就
任
を
#提
と
し
た
職
事
官
で
あ
る
。
も
し
$銜
で
あ
れ
ば
、
劍
南
度
參
謀
の
辭
任
に
%っ
て
$銜
も
&失
す
る
は
ず
だ
が
、
杜
甫
は
參
謀
辭
任
後
も

官
を
自
稱
し
、
ま
た
離
蜀
後
も
一
貫
し
て
、
歸

し
て

官
に
就
任
す
る
こ
と
を
願
'し
て
い
る
。
＊
贊
同
論
の
例
と
し
て
、
李
良
品
は

官
任
命
の
時
期
を
、
「
杜
甫
辭
(原
因
考
」
で
は
辭 、
(
、
#
、
と
見
て
こ
れ
を
辭
(の
最
大
の
原
因
と
論
じ
、
別
稿
「
杜
甫
去
蜀
原
因
探
)」
で
は
辭 、
(
、
後 、
と
見
て
こ
れ
を
去
蜀
の
原
因
と
論
じ
、
自
己
撞
に
*っ
て
い
る
。
ま
た
否
定
論
の
例
と
し
て
、
李
俊
標
「
杜
甫
居
蜀
時
期
思
想
發
展
+論
離
蜀
原
因
」
で
は
、
陳
君
の
く
「

官
任
命
」
の
時
期
に
作
ら
れ
た
辭
(直
後
の
「
莫
相
疑
行
」
「
三
韻
三
篇
」
に
は
喜
,の
感
-が
見
ら
れ
ず
、
從
っ
て
こ
の
時
期
の


官
任
命
は
無
か
っ
た
と
し
て
、
陳
を
否
定
す
る
。
し
か
し
陳
君
に
よ
れ
ば
「

官
の
授
與
は
、
杜
甫
が
劍
南
度
參
謀
を
辭
任
た
後
に
、
嚴
武
が

に
奏
上
し
て
し
て
得
ら
れ
た
も
の
」
で
、

官
任
命
は
、
在
(中
で
も
、
辭
(直
後
で
も
な
く
、
辭
(か
ら
一
定
の
時
"を
經
し
た
時
點
の
こ
と
と
.張
さ
れ
て
お
り
、
李
俊
標
の
/解
は
明
ら
か
で
あ
る
。
江
村
五
首
」
を
も
っ
て
、
官
任
命
を
確
で
き
る
最
初
の
料
と
見
做
し
て
良
か
ろ
う
（
）。
詩
中
に
見
え
る
「
朱
・
赤
管
・
銀
章
」
は
、

官
の
格
の
標
識
で
あ
り
、
「
豈
知
牙
齒
、
名

	賢
中
」
は
、
思
い
掛
け
な
い
官
任
命
の
喜
び
を
、
含
羞
も
て
表
現
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
「
中
年
召
賈
生
」
は
、
貶
さ
れ
て
南
方
に
流
寓
し
て
い
た
賈
誼
が
、
長
安
に
召

さ
れ
た
故
事
を
踏
ま
え
て
、
杜
甫
が
官
就
任
の
た
め
に
長
安
に
さ
れ
る
こ
と
の
無
理
の
な
い
比
喩
と
な
っ
て
い
る
。
春
日
江
村
五
首
①
農
務
村
村
、
春
流
岸
岸
深
。
乾
坤
萬
里
眼
、
時
序
百
年
心
。
屋

堪
賦
、
桃
源
自
可
。
艱
昧
生
理
、
飄
泊
到
如
今
。
②
迢
遞
來
三
蜀
、
蹉
有
六
年
。
客
身
逢
故
舊
、
發
興
自
林
泉
。
懶
從
衣
結
、

任
履
穿
。
籬
頗
無
限
、
恣
意
向
江
天
。
③
種
竹
交
加
、
栽
桃
爛
紅
。
經
心
石
鏡
、
到
面
山
風
。
赤 、
管 、
隨
王
命
、
銀 、
章 、
付
老
。
豈 、
知 、
牙 、
齒 、

、
、
名 、

、
	
、
賢 、
中 、
。
④
扶
病
垂
朱 、

、
、
歸
休
紫
苔
。
郊
存
計
、
府
愧
群
材
。
燕
外
絲
卷
、
邊
水
 開
。
鄰
家
!魚
"、
問
我
數
能
來
。
⑤
群
盜
哀
王
粲
、
中 、
年 、
召 、
賈 、
生 、
。
登
樓
初
有
作
、
#席
竟
爲
榮
。
宅
入
先
賢
傳
、
才
高
處
士
名
。
$時
懷
二
子
、
春
日
復
含
%。
こ
の
詩
が
&
'で
作
ら
れ
た
の
は
、「
燕 、
外 、
絲
卷
、
邊
水
 開
」
か
ら
見
て
、
ほ
ぼ
(
)い
な
く
春
三
〔
ユ
リ
ウ
ス
*三
二
六
日
～
四
二
四
日
〕
で
あ
ろ
う
。
嚴
武
が
死
を
+げ
る
初
,四
二
九
日
（
ま
た
は
-日
）
の
、
一
箇
あ
ま
り
#で
あ
る
。
喜
.の
%が
/作
0體
の
表
%を
形
作
っ
て
い
る
が
、
興
味
深
い
の
は
、
こ
の
時
點
で
、
杜
甫
に
は
ま
だ
入
京
の
決
斷
が
な
い
こ
と
で
あ
る
。
「
中
年
召
賈
生
」
が
官
と
し
て
の
入
京
赴
任
を
1く
示
唆
す
る
一
方
で
、「
屋

堪
賦
、
桃
源
自
可
」「
郊
存
計
」
な
ど
は
、
2堂
の
生
活
を
引
き
續
き
樂
し
も
う
と
す
る
意
向
を
見
せ
て
い
る
。
實
は
こ
の
混
沌
こ
そ
は
、
杜
甫
が
官
任
命
を
傳
3さ
れ
た
直
後
の
未
整
理
の
心
理
4態
を
反
映
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
し
か
し
や
が
て
杜
甫
は
意
を
決
し
て
、
家
族
と
共
に
長
安
に
向
か
う
。
出
發
は
嚴
武
の
死
の
以
#に
あ
る
と
推
定
さ
れ
る
か
ら
、
そ
の
た
め
の
準
備
の
期
(は
、
5
一
箇
だ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
官
任
命
の
確
認
さ
れ
る
三
を
基
點
に
、
6っ
て
嚴
武
奏
上
の
時
期
を
考
え
て
み
よ
う
。
7度
參
謀
を
罷
め
る
杜
甫
の
た
め
に
嚴
武
が
こ
の
時
點
で
8
9に
奏
上
し
た
と
す
れ
ば
、
そ
の
官
は
、
7度
參
謀
の
:銜
で
は
な
く
、
就
任
を
#提
と
す
る
職
事
官
で
あ
る
。
杜
甫
は
正
三
日
に
2堂
に
歸
っ
て
い
る
（「
正
三
日
歸
溪
上
有
作
;院
<
=公
」）。
こ
の
時
點
で
は
、
ａ
杜
甫
に
官
任
命
は
傳
3さ
れ
て
い
な
い
し
、
ｂ
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
三
集
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嚴
武
が

に
奏
上
し
た
こ
と
も
知
ら
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
杜
甫
は
「
營
屋
」
の
詩
を
作
っ
て
、
「
計
」
を

體
す
べ
く
堂
の
大
規
改
	に
取
り
掛
か
る
の
で
あ
る
。
陳

君
が
、
嚴
武
の
奏
上
は
杜
甫
の
辭 、

、
の 、
後 、
と
見
る
の
は
、
確
乎
と
し
た
證
據
に
基
づ
か
ぬ
推
定
に
ぎ
な
い
が
、
そ
の
推
定
は
極
め
て
當
な
も
の
で
あ
る
。
驛
傳
を
用
い
れ
ば
、
二
箇
で

と
長
安
の
復
は
可
能
で
あ
ろ
う
。
結
語
杜
甫
の
第
二


流
寓
時
期
は
、
廣
二
年
（
七
六
四
）
の
春
か
ら
、
永
泰
元
年
春
ま
で
の
僅
か
一
年
の
時
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
中
の
七
箇
を
、
度
參
謀
と
し
て
嚴
武
の
府
に
出
仕
し
、
最
後
の
三
箇
は
、
歸
休
し
て
堂
に
隱
遯
の
生
活
を
っ
て
い
る
。
こ
の
時
期
の
杜
甫
に
つ
い
て
は
、
二
つ
の
點
か
ら
究
が
め
ら
れ
る
必
が
あ
る
。
第
一
は
中
期
に
つ
い
て
、
杜
甫
が
僚
を
辭
す
る
に
至
っ
た
原
因
の
究
明
で
あ
る
。
こ
の
課
題
は
必
然
に
、
『
雲
溪
友
議
』
等
が
記
す
「
杜
甫
と
嚴
武
の
深
刻
な
反
目
」
の
眞
否
の
解
明
と
動
す
る
こ
と
に
な
る
。
本
稿
は
、
當
該
時
期
お
よ
び
辭
直
後
時
期
の
杜
甫
の
作
品
を
査
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
辭
の
原
因
は
、
老
病
に
よ
る
身
體
不
・
職
務
の
 苛
・
嚴
武
と
上
下
關
係
に
置
か
れ
る
こ
と
の
不
滿
な
ど
の
い
く
つ
か
の
因
が
複
合
し
た
も
の
で
あ
り
、
最
後
に
は
同
僚
と
の
確
執
が
辭
の
直
截

!機
と
な
っ
た
こ
と
を
確
"
し
た
。
ま
た
同
時
に
、
「
杜
甫
と
嚴
武
の
深
刻
な
反
目
」
は
そ
の
事
實
を
確
"す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
む
し
ろ
#話
と
し
て
理
解
す
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
を
確
"し
た
。
第
二
は
堂
歸
休
時
期
に
つ
い
て
、
杜
甫
が
俄
か
に
離
蜀
す
る
に
至
っ
た
原
因
の
究
明
で
あ
る
。
杜
甫
は
辭
の
後
、
「
計
」
の
一
$と
し
て
堂
の
大
規
改
	に
取
り
掛
か
っ
た
。
こ
の
と
き
杜
甫
は
、
堂
に
お
い
て
余
生
を
ろ
う
と
決
意
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
か
ら
僅
か
に
三
箇
後
、
杜
甫
は
%し
く
堂
を
&て
て
長
江
を
下
る
。
そ
の
短
い
期
の
中
に
、
杜
甫
に
は
予
期
せ
ぬ
激
變
が
生
じ
た
こ
と
を
想
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
陳

君
は
、
こ
の
問
題
に
一
つ
の
有
力
な
解
釋
を
提
出
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
嚴
武
の
奏
上
に
よ
っ
て

よ
り
檢
校
工
部
員
外
'任
命
が
傳
え
ら
れ
、
杜
甫
は
こ
れ
を
受
け
て
(ぎ
就
任
の
た
め
に
長
安
に
向
か
っ
た
と
見
る
の
で
あ
る
。
筆
)
は
す
で
に
*稿
で
陳

君
#の
有
效
性
を
論
じ
た
こ
と
が
あ
る
が
、
本
稿
に
お
い
て
、
改
め
て
そ
の
#を
檢
證
し
、
そ
の
當
性
を
確
"す
る
も
の
で
あ
る
。
蜀
中
後
期
の
杜
甫
（
松
原
）
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
（
１
）
代
表
な
記
事
と
し
て
『
雲
溪
友
議
』
上
・
嚴
門
に
は
「
杜
甫
拾
、
乘
醉
而
言
曰
「
不
謂
、
嚴
挺
之
有
此
兒
也
」
。
武
恚
目
久
之
、
曰
「
杜
審
言
孫
子
、
擬
虎
鬚
」。
合
座
皆
笑
以
彌
之
。
武
曰
「
與
公
等
飮
饌
謀
歡
、
何
至
於
考
耶
」。
太
尉
綰
亦
	有

忤
、
憂
怖
疾
。
武
母

賢
良
、
以
小
舟
甫
下
峽
。
母
則
可
謂
賢
也
。
然
二
公
幾
不
於
虎
口
矣
」
と
あ
る
。
ま
た
『
新
書
』
杜
甫
傳
に
は
「
嘗
醉
登
武
牀
、

曰
「
嚴
挺
之
乃
有
此
兒
」
。
武
亦
暴
猛
、
外
不
爲
忤
、
中
銜
之
。
一
日
欲
甫
梓
州
刺
史
章
彝
。
集
吏
於
門
。
武
將
出
、
冠
鉤
于
簾
三
、
左
右
白
其
母
、
救
得
止
、
獨
彝
」
と
あ
る
。
（
２
）
一
例
と
し
て
『
新
書
』
二
〇
一
「
杜
甫
傳
」
に
は
、「（
嚴
）
武
再
帥
劍
南
、
表
爲
參
謀
、
檢
校
工
部
員
外
」。
（
３
）
「
杜
甫
爲
離
蜀
考
」「
杜
甫
離
蜀
後
之
行
止
原
因
新
考
杜
甫
爲
離
蜀
考
續
篇
」
（
二
篇
と
も
陳
君
『
代
文
學
叢
考
』
中
國
會
科
學
出
版
、
一
九
九
七
年

收
）
（
４
）
松
原
「
杜
甫
州
詩
考
序
論
書
就
任
を
っ
て
」
（
早
稻
田
大
學
中
國
文
學
會
『
中
國
文
學
究
』
第
二
十
九
期
、
二
〇
〇
三
年
、
松
浦
友
久
士
 悼
號
）
（
５
）
杜
甫
は
梓
!を
漂
泊
し
て
い
た
時
期
、
蜀
を
離
れ
て
長
江
を
下
る
計
畫
を
立
て
て
い
た
。
嚴
武
の

"再
#を
聞
い
た
直
後
の
作
で
あ
る
「
奉
待
嚴
大
夫
」
に
、「
殊
方
又
喜
故
人
來
、
重
#
$須
濟
世
才
。
常
怪
%裨
&日
待
、
不
知
旌
'
(年
迴
。
欲 、
辭 、
巴 、
徼 、
啼 、
鶯 、
合 、
、
)
、
下 、
荊 、
門 、
去 、
鷁 、
催 、
。
身
老
時
危
思
會
面
、
一
生
襟
*向
誰
開
」
。
後
+四
句
に
、
荊
門
を
下
ろ
う
と
船
を
用
意
し
て
い
た
が
、
嚴
武
と
會
う
た
め
に
計
畫
を
放
棄
し
た
と
明
言
す
る
。
（
６
）
寶
應
元
年
（
七
六
二
）
に
嚴
武
が
長
安
に
召
$さ
れ
た
時
の
杜
甫
の
「
奉
濟
驛
重
嚴
公
四
韻
」
の
後
+に
「
列
郡
謳
歌
惜
、
三
,出
入
榮
。
江
村
獨
歸
處
、
寂
寞
-殘
生
」
。
こ
れ
は
、
嚴
武
が
長
安
に
歸
っ
て
か
ら
、

"の
自
分
に
官
職
の
斡
旋
を
依
.す
る
も
の
で
あ
る
。
（
７
）
嚴
武
は
秋
三
箇
/を
吐
蕃
と
の
戰
い
に
費
や
し
、
0秋
九
/に
、
最
&
に
吐
蕃
に
1利
す
る
。
ら
く
は
凱
旋
の
後
、
嚴
武
は
2府
の
人
々
を
從
え
て
何
度
か
宴
席
を
設
け
た
。
そ
の
時
期
の
作
と
お
ぼ
し
い
も
の
に
、「
陪
鄭
公
秋
0北
池
臨
眺
」「
0秋
陪
嚴
鄭
公
3訶
池
泛
舟
（
得
溪
字
）」「
奉
4嚴
鄭
公
廳
事
岷
山
沱
江
畫
圖
十
韻
（
得
5字
）」
が
あ
り
、
こ
の
⑥
⑦
の
二
篇
も
、
同
時
期
の
作
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
（
８
）
杜
甫
の
「
可
惜
」
詩
に
「
6心
應
是
酒
、
7
、
興 、
莫 、
8
、
詩 、
」。
（
９
）
◆
「
7興
」
の
詩
題
は
、
「
7興
三
首
（
下
馬
古
戰
場
ほ
か
）
」
「
7
興
五
首
（
蟄
龍
三
9臥
ほ
か
）
」
「
7興
五
首
（
朔
風
飄
胡
雁
ほ
か
）
」
「
7興
五
首
（
天
用
莫
如
龍
ほ
か
）
」
「
:秋
枉
裴
;州
手
札
<爾
7興
寄
遞
=蘇
渙
侍
御
」
「
7興
（
驥
子
好
男
兒
）
」
「
至
日
7興
奉
寄
北
省
舊
閣
老
兩
院
故
人
」「
7興
（
干
戈
>未
定
）」「
?廬
7興
奉
寄
嚴
公
」
「
水
宿
7興
奉
=群
公
」
の
二
十
四
首
。
◆
「
7懷
」
の
詩
題
は
、「
7
懷
（
昔
我
游
宋
中
）
」
「
上
水
7懷
」
「
舟
中
@熱
7懷
奉
=陽
中
丞
A
B臺
省
C公
」
「
7懷
（
愁
眼
看
霜
露
）
」
「
秋
日
府
詠
懷
奉
寄
鄭
監
（
審
）
李
D客
（
之
E）
一
百
韻
」
の
五
首
。
◆
「
7
F」
の
詩
題
は
、
「
7
F（
磬
折
辭
G人
）
」
の
一
首
。
◆
「
7意
」
の
詩
題
は
、
「
7意
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
三
集
54
二
首
（
囀
枝
鳥
）」
の
二
首
。
（
）
第
二

堂
期
に
作
ら
れ
た
「
破
船
」
詩
に
似
の
表
現
が
あ
る
。
「
生
江
	心
、
宿
昔

扁
舟
。
豈
惟
溪
上
、
日
傍
柴
門
。
…
…
」
（
）
「
立
秋
雨
院
中
有
作
」
に
「
…
…
窮
愧
知
己
、
齒
借
籌
。
已
費
晨
、

長
謀
…
…
」
。
な
お
度
參
謀
時
期
に
對
吐
蕃
戰
を
念
頭
に
置
い
て
「
東
西
兩
川
」
を
し
、
ま
た
「
旱
」
を
べ
て
誅
求
を
諫
め
て
い
る
。
こ
れ
は
杜
甫
が
嚴
武
の
參
謀
と
し
て
職
責
を
果
た
そ
う
と
す
る
努
力
の
表
れ
で
あ
る
。
（
）
「
上
元
元
年
八
又
制
、
…
…
文
武
三
品
已
上
紫
、
金
玉
帶
。
四
品
深
緋
、
五
品
淺
緋
、
竝
金
帶
。
六
品
深
、
七
品
淺
、
竝
銀
帶
。
八
品
深
、
九
品
淺
」
。
（
『
舊
書
』
卷
四
十
五
・
輿
志
）
。
な
お
朱
鶴
齡
に
「
公
時
已
賜
緋
而
云
袍
、
以
在
 
府
故
耳
」
と
あ
り
、
仇
も
こ
れ
を
引
用
す
る
の
は
、
杜
甫
が
こ
の
時
す
で
に
檢
校
工
部
員
外
!を
拜
命
し
て
緋
衣
（
朱
"）
の
官
を
#用
す
る
官
位
に
あ
っ
た
と
$識
す
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
陳
%君
が
論
ず
る
よ
う
に
、
 中
時
期
の
杜
甫
は
、
ま
だ
檢
校
工
部
員
外
!を
拜
命
し
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
り
、
輿
規
定
が
嚴
格
だ
っ
た
代
で
は
、
袍
の
#用
こ
そ
、
こ
の
時
期
の
杜
甫
が
檢
校
工
部
員
外
!を
拜
命
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
の
證
左
と
な
る
。
（
&）

'の
二
首
⑥
「
嚴
鄭
公
階
下
新
松
」、
⑦
「
嚴
鄭
公
宅
同
詠
竹
」、
お
よ
び
「
陪
鄭
公
秋
(北
池
臨
眺
」
「
(秋
陪
嚴
鄭
公
)訶
池
泛
舟
（
得
溪
字
）」「
奉
*嚴
鄭
公
廳
事
岷
山
沱
江
畫
圖
十
韻
（
得
+字
）」
な
ど
。
(秋
の
作
と
明
記
す
る
も
の
を
中
心
に
、
こ
れ
ら
の
文
宴
唱
和
の
詩
の
大
部
分
は
、
九
に
吐
蕃
に
,利
し
た
後
の
作
で
あ
ろ
う
。
（
-）
杜
甫
と
 府
の
同
僚
と
の
不
和
が
、

體
.に
何
を
原
因
と
し
て
い
る
か
は
一
切
不
明
で
あ
る
。
想
像
で
き
る
こ
と
と
し
て
、
長
官
の
嚴
武
と
の
個
人
.な
/故
で
格
別
に
提
0さ
れ
た
杜
甫
に
對
し
て
、
同
僚
た
ち
が
嫉
妬
の
念
を
持
つ
こ
と
は
、
い
わ
ば
人
1の
自
然
で
あ
る
。
こ
れ
に
加
え
て
、
杜
甫
の
非
2協
.な
「
個
性
」
が
、
集
團
の
中
で
負
の
働
き
を
し
た
可
能
性
が
あ
る
だ
ろ
う
。
（
3）
陳
%君
に
據
れ
ば
、
杜
甫
が
檢
校
工
部
員
外
!に
任
命
さ
れ
た
の
は
、
辭
 の
後
で
あ
り
、
「
春
日
江
村
五
首
」
が
任
命
を
裏
付
け
る
最
初
の
作
品
で
あ
る
と
す
る
。
筆
も
、
こ
の
に
贊
同
す
る
立
場
に
あ
る
。
（
4）
「
莫
相
疑
行
」
「
赤
霄
行
」
と
同
時
期
と
見
ら
れ
る
寓
意
.作
品
に
「
三
韻
三
篇
」
が
あ
る
。
こ
の
「
三
韻
三
篇
」
の
制
作
意
圖
に
つ
い
て
は
、
陳
貽
5『
杜
甫
6傳
（
下
卷
・
九
六
三
頁
）』、
韓
武
他
『
杜
甫
詩
7譯
（
六
五
一
頁
）
』
は
、
嚴
武
の
 府
で
の
同
僚
と
の
軋
轢
を
背
景
に
し
た
も
の
と
解
く
。
し
か
し
8
も
あ
り
、
仇
・
楊
は
9鶴
の
を
引
い
て
、
代
宗
が
元
載
・
魚
:恩
ら
佞
臣
を
信
任
し
た
こ
と
を
批
;す
る
と
解
き
、
浦
は
、
<
=な
世
俗
一
般
を
批
;す
る
と
解
く
。
「
三
韻
三
篇
」
：
其
一
「
高
馬
勿
唾
面
、
長
魚
無
損
鱗
。
辱
馬
馬
毛
焦
、
困
魚
魚
有
>。
君
看
磊
?士
、
不
肯
易
其
身
」、
其
二
「
蕩
蕩
萬
斛
船
、
影
@搖
白
虹
。
A檣
必
椎
牛
、
挂
席
集
衆
功
。
自
非
風
動
天
、
莫
置
大
水
中
」
、
其
三
「
烈
士
惡
多
門
、
小
人
自
同
B。
名
利
苟
可
取
、
C身
傍
權
D。
何
當
官
曹
、
爾
輩
堪
一
笑
」。
蜀
中
後
期
の
杜
甫
（
松
原
）
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（
）
丁
陣
は
、
年
少
の
同
僚
に
對
す
る
揶
揄
は
、
嚴
武
に
對
す
る
直
接
な
批
が
憚
ら
れ
る
中
で
、
屈
折
し
た
心
理
の
は
け
口
と
し
て


さ
れ
た
と
論
ず
る
。（「
杜
甫
・
嚴
武
〈
睚
眦
〉
考
」
文
學
	

。
二
○
○
二
年
第
六
期
、
二
三
頁
）
（
）
「
從
韋
二
明
府
續
處
覓
綿
竹
」
：
「
軒
藹
藹
他
年
到
、
綿
竹
亭
亭
出
縣
高
。
江
上
舍
無
此
物
、
幸
分

拂
波
濤
」
。
杜
甫
は
取
り
寄
せ
た
竹
を
、
堂
の
面
、
江
（
浣
溪
）
の
り
に
植
え
た
。
そ
の
位
置
、
そ
の

（
植
え
て
六
年
）
か
ら
見
て
、
こ
の
時
に
伐
し
た
の
は
、
韋
續
の
竹
で
あ
る
。
（
）
「
杜
甫
嚴
武
反
目
」
を
張
す
る
最
の
論
文
に
、
丁
陣
「
杜
甫
・
嚴
武
〈
睚
眦
〉
考
」
（
『
文
學
	

』
二
〇
〇
二
年
第
六
期
）
、
同
「
杜
甫
・
嚴
武
〈
睚
眦
〉
再
考

與
傅

・
在
慶
先
生

」
（
『
文
史
哲
』
二
〇
〇
四
年
度
第
四
期
・
總
第
二
八
三
期
）
。
ま
た
こ
の

に
對
す
る
反
論
に
、
傅
 
・
在
慶
「
杜
甫
與
嚴
武
關
係
考
」（『
文
史
哲
』
二
〇
〇
四
年
第
一
期
・
總
第
二
八
〇
期
）が
あ
る
。
（
!）
か
つ
て
杜
甫
が
出
蜀
の
"に
取
り
か
か
っ
た
と
き
、
東
川
#度
留
後
の
章
彝
が
杜
甫
を
丁
重
に
餞
別
し
て
い
る
。
參
照
：
「
桃
竹
杖
引
$章
留
後
」
、
ま
た
同
時
の
作
「
將
%
楚
、
留
別
章
使
君
留
後
、
&
'府
(公
、
得
柳
字
」
に
「
取
別
隨
)厚
―
餞
別
の
金
品
は
人
に
よ
っ
て
)
厚
が
あ
る
」
。
嚴
武
が
杜
甫
を
'府
か
ら
*る
と
き
に
も
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
十
分
に
想
定
さ
れ
る
。
（
+）
一
例
と
し
て
、
李
白
が
そ
の
,年
、
長
江
の
采
石
磯
で
酒
に
醉
い
、
水
中
の
を
捉
ろ
う
と
し
て
溺
死
し
た
と
い
う
「
捉

話
」
は
、
傳
記
事
實
と
し
て
み
れ
ば
-り
で
あ
る
が
、
李
白
文
學
の
傳
承
.
/に
お
け
る
0史
な
理
解
と
1價
を
知
る
上
で
、
重
2な
3料
で
あ
る
。
參
照
：
松
浦
友
久
「
李
白
に
お
け
る
〈
捉
〉
話
」
（
同
『
李
白
傳
記
論
客
寓
の
詩
想
』
4文
出
版
、
一
九
九
四
年
）
（
5）
古
く
は
『
6
7書
』
杜
甫
傳
に
、
「
永
泰
元
年
8、
武
卒
、
甫
無
9
依
。
…
…
蜀
中
大
亂
。
甫
以
其
家
:亂
荊
楚
、
扁
舟
下
峽
」
。
し
か
し
陳
;君
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
①
嚴
武
の
死
後
に
臨
時
に
<
=尹
と
な
っ
た
杜
濟
は
、
杜
甫
の
天
寶
以
來
の
6知
で
あ
り
（「
示
從
孫
濟
」
詩
）、
そ
の
後
、
<
=尹
・
西
川
#度
使
と
な
っ
た
郭
>乂
と
も
鳳
?府
以
來
の
知
人
で
あ
り
、
<
=の
@境
は
杜
甫
に
對
し
て
險
惡
で
は
な
か
っ
た
。
ま
た
②
蜀
中
の
混
亂
（
崔
Aの
反
亂
）
は
閏
九
で
、
杜
甫
の
離
蜀
B
年
後
の
事
件
で
あ
る
。
從
っ
て
、
嚴
武
の
死
が
、
杜
甫
を
離
蜀
の
"に
驅
り
立
て
た
と
す
る
6
は
、
<り
立
ち
Cい
。
（
D）
仇
Eで
は
'中
期
の
作
と
見
る
「
村
雨
」
詩
に
「
攬
帶
看
朱 、
F
、
、
開
箱
睹
G裘
」、
ま
た
「
獨
坐
」
詩
に
「
悲
秋
迴
白
首
、
…
朱 、
F
、
負
H生
」
と
あ
る
。
し
か
し
こ
の
二
篇
は
<
=の
作
と
も
、
い
わ
ん
や
'中
期
の
作
と
も
見
る
べ
き
根
據
も
な
い
。
'中
期
の
杜
甫
は
檢
校
工
部
員
外
I
の
銜
を
帶
び
て
い
た
と
い
う
臆
斷
が
、
こ
う
し
た
系
年
を
Jい
た
の
で
あ
ろ
う
。
作
品
そ
の
も
の
は
、
離
蜀
以
後
の
作
と
見
る
の
が
穩
當
で
あ
る
。
ち
な
み
に
浦
Eで
は
「
獨
坐
」
を
湖
南
漂
泊
時
期
の
作
と
見
る
。
〔
附
記
〕
本
稿
は
、
H
<十
四
年
度
專
修
大
學
4究
助
<（
個
別
4究
）
「
中
國
古
典
詩
に
お
け
る
題
と
樣
式
」
の
4究
<果
の
一
部
で
あ
る
。
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
三
集
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